
薇利
闇
円
―
―
『
モ
ー

ニ
ン
グ

・ポ
ス
ト
』
と

サ

ミ

ュ
エ
ル

・
テ
イ
ラ
ー

・
コ
ー

ル
リ

ッ
ジ
　
　
藤
巻
明

ロ
マ
ン
主
義
時
代
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
定
期
刊
行
物
　
定
期
刊
行
物
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

一
つ
で
あ

る
新
聞
は
、
チ
ュ
ー
ダ
ー
王
朝
支
配
下
の
十
六
世
紀
末
に
、　
ニ
ュ
ー
ス
を
集
め
た
小
冊
子
と
い
う
形

態
で
創
始
さ
れ
た
が
、
日
刊
紙
、
地
方
紙
、
日
曜
版
な
ど
が
発
行
さ
れ
始
め
て
、
質
的
に
も
量
的
に

も
本
格
的
に
新
聞
が
発
展
す
る
の
は
十
八
世
紀
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
雑
誌
は
十
八
世
紀
初
頭
に

そ
の
萌
芽
と
な
る
文
学
的
読
み
物

『
タ
ト
ラ
ー
』
蓼
ヽ
ヾ
ミ
゛
ヽ

『
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
』
い
ヽ
や
ヽヽ
ミ
ミ

な
ど
が
人
気
を
博
し
た
が
、　
一
号
に

一
つ
だ
け
の
エ
ツ
セ
イ
を
載
せ
、
主
催
者
で
あ
る
ジ

ョ
ゼ
フ

・

ア
デ
イ
ソ
ン
〕ｏ
∽ｏ一
〓
＞
＆
一∽ｏ
●
（
一
六
七
二
上

七
一
九
）
や
リ
チ
ャ
ー
ド

・
ス
テ
ィ
ー
ル
″
ｏ〓
臓
饉
∽籠
一ｏ

（
一
六
七
二
上

七
二
九
）
と
そ
の
協
力
者
た
ち
だ
け
で
出
版
す
る
個
人
刊
行
物
の
色
彩
が
強
か

っ
た
。

＊
１
　
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
黎
明

期
か
ら
ロ
マ
ン
主
義
時
代
ま
で
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
ル
イ
ー
ズ

。

ク

レ

イ

ヴ

ン
Ｆ
●
客

∩
…

口
、

ジ

エ
レ
ミ
ー

・
ブ
ラ
ッ
ク
〕０【●日
ヽ

”
Ｆ
″
、
小
池
鐘
を
参
照
。
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や
が
て
、　
一
八
三

一
年
に
初
め
て
雑
誌

〓
品
Ｌ
●
ｏ
の
名
を
冠
し
た

『紳
士
の
雑
誌
』
い
ヽ
い
ミヽ
や
ミ
ヽ
ヽ

長

いヽヽ

ミヽ
が
創
刊
さ
れ
る
と
、
こ
の
世
紀
半
ば
に
は
書
評
雑
誌
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
始
め
、
世
紀

が
変
わ

っ
て

一
八
〇
二
年
に
創
刊
さ
れ
た

『
エ
デ
イ
ン
バ
ラ
評
論
』
蓼
ヽ
』
ヽヽ
ヽ
ミヽぶ
ｓ
や
ミ
＾ヾ

はヽ
、
多

く
の
書
き
手
を
動
員
し
て
、
幅
広
い
題
材
を
扱
い
、
高
い
原
稿
料
を
支
払

っ
て
、
文
学
的
に
高
い
水

準
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
、
現
代
の
雑
誌
の
原
型
を
確
立
し
た
。

と
は
い
え
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
の
首
都

ロ
ン
ド
ン
で
最
も
売

れ
て
い
た
日
刊
新
聞

『
モ
ー
ニ
ン
グ

・
ポ
ス
ト
』
ヾ
ヽ
」ぶ
ミ
ベヽ
ン
ｓヽ
で
さ
え
、
売
れ
行
き
は

一
日
せ

い
ぜ
い
千
部
単
位
、　
一
八
〇
二
年
に
二
五
〇
〇
部
程
度
で
あ
り
、
二
位
の
新
聞
を
七
〇
〇
部
か
ら

一
〇
〇
〇
部
引
き
離
し
て
い
た
と
は
い
え
、
現
代
の
新
聞
の
発
行
部
数
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
発

行
部
数
だ
け
で
な
く
、　
一
部
あ
た
り
の
活
字
数
と
い
う
情
報
量
の
面
で
も
、
現
在
の
新
間
と
比
べ
る

と
は
る
か
に
少
な
い
。
図
版
１
に
挙
げ
た
よ
う
に
、　
一
枚
の
紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
、
裏
表
に
印
刷

し
て
総
計
わ
ず
か
に
四
ペ
ー
ジ
、　
一
ペ
ー
ジ
は
四
つ
の
コ
ラ
ム
か
ら
な
る
。
大
き
さ
は
、
ブ

ロ
ー
ド

シ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
高
級
紙

一
ペ
ー
ジ
の
大
き
さ
、
縦
六

一
裁
ン、
横
三
八
彙
ン
よ
り
も
や
や
小
さ
く
、

縦
約
四
九
升
ン
、
横
約
二
二
考
で
あ
る
。

し
か
も
、
紙
数
が
限
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
広
告
の
占
め
て
い
る
割
合
が
大
き
い
。
号
に
よ
つ

て
、
ま
た
時
代
に
よ
つ
て
も
違
い
は
あ
る
が
、　
一
面
の
ほ
と
ん
ど
及
び
最
終
四
面
の

一
つ
か
ら
二
つ

＊

２
　

十

八
世

紀

イ
ギ

リ

ス
の
雑

誌

状

況

に

つ
い

て
は

、
い
ヽ
と
い
ｓヽヽ
ヽ

ヽ
ヽ
きヽ
゛
嗜

』
ヽ
い
ぼヽ
ヽ
い
ヽ
ミ
ミ
ヽ

『
Ｓ
ヽ

民
ミ
ミ
、
ミ
ざ
ヽ
い
ゃ
、ヽ
』
、
、き
ヽ
∞
烙

を
参
照
。

＊
３
　
数
字
は

『
同
時
代
論
集
』

い
Ｓヽ

ヽヽ

■
●
調
ミ゙
いヽ
Ｆ

に
よ

る
。

因
み
に
、

そ
の
編
者

∪
”庄

く

［
肇
日
●
が
、
『
モ
ー
ニ
ン
グ

・
ポ

ス
ト
」
に
関
し
て
信
用
の
お
け
る

情
報
は
ほ
と
ん
ど
含
ん
で
い
な
い

と
断
定
し
て
い
る
桑́
颯
ｒ●ヽ
〓
】ａ
】ｏ

∞い
に
よ
れ
ば
、　
一
八
〇
三
年
に

四
五
〇
〇
部
で
、
発
行
部
数
第
二

位

の

導

ざ

ミ
ミ

や
ミ
きヽ

が

三
〇
〇
〇
部
だ
っ
た
と
い
う
。

＊
４
　
『
イ
ン
デ
イ
ペ
ン
デ
ン
ト
』

い
ヽ
ヽヽ
さ
ヽ
ミ
ヽ
ミ
が
、
他
紙
に
先

が
け
て
大
衆
向
け
新
聞
と
同
じ
タ

ブ
ロ
イ
ド
版
で
発
行
し
始
め
た
の
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の
コ
ラ
ム
が
広
告
で
あ
り
、
だ
い
た
い
四
分
の

一
か
ら
三
分
の

一
、
多
い
時
で
半
分
近
く
を
占
め
て

い
る
。
広
告
の
内
容
は
、
劇
場
、
展
覧
会
、
富
く
じ
販
売
、
ク
ラ
ブ
の
集
会
告
知
、
個
人
教
授
、
健

康
相
談
、
書
籍
、
債
権
者
の
集
会
告
知
、
馬
と
馬
車
、
家
具
な
ど
の
競
売
告
知
、
不
動
産
の
賃
貸
な

ど
、
読
者
層
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
中
産
上
流
以
上
の
階
級
で
な
い
と
手
が
出
な
い

よ
う
な
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
残
り
が
、
追
悼
、
政
治
、
軍
関
係
、
社
交
界
つ
ま

り
貴
族
社
会
の
消
息
記
事
、
議
会
に
お
け
る
演
説
の
筆
記
な
ど
に
割
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
の

論
説
記
事
の
よ
う
な
、
主
力
記
者
が
力
を
こ
め
て
時
事
問
題
に
つ
い
て
書
い
た

一
コ
ラ
ム
以
上
に
わ

た
る
長
め
の
文
章
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
情
報
量
は
現
在
と
比
べ
て
は
る
か
に
少
な
い
と
は
い

え
、
既
に
広
告
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
点
で
も
、
ニ
ュ
ー
ス
の
対
象
が
多
岐
に
渡
る
点
で
も
、

現
在
の
新
聞
形
態
の
基
礎
が
形
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

雑
誌
に
お
い
て
は
、
書
評
誌

″
ｏ二
ｏｌ

（季
刊
。
重
要
な
書
物
の
書
評
と
時
事
問
題
の
議
論
が
中
心
）
と
雑

誌

７
ハ”∞鵜
【●
０
（月
刊
。
中
身
は
雑
多
で
、
書
き
下
ろ
し
の
エ
ッ
セ
イ
、
詩
、
物
語
な
ど
の
比
率
が
高
く
、
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
娯
楽
色
が
強
い
）
の
二
系
統
が
続
々
と
創
刊
さ
れ
、
互
い
に
競
い
合

っ
た
。
『季
刊
評
論
』
ぎ
ヽ

わ
ミ
ミ
Ｓ
を
ヽヽ
．ヽ
ヾ
（
一
八
〇
九
年
創
刊
）、
『ブ
ラ
ッ
ク
ウ

ッ
ド
の
雑
誌
』
”
や
ざヽ

ミヽ
い
ヽ

いヽ
ヽ
ミヽ

（
一
八
一
七

年
創
刊
）、
『
ロ
ン
ド
ン
雑
誌
』
い
ヽ
ト
ミ
シ
ヽ
長

いヽ
Ｎヽヽ
ミ

（
一
八
二
〇
年
創
刊
）
な
ど
が
名
高
い
。
十
八
世

紀
の
雑
誌
記
事
は
有
閑
階
級
向
け
で
、
そ
の
階
級
で
流
行
し
て
い
る
出
来
事
に
限
ら
れ
て
い
た
の
に

を
皮
切
り
に
、
こ
こ
数
年
で
イ
ギ

リ
ス
で
は
高
級
紙
独
自
の
サ
イ
ズ

は
日
曜
版
を
除
い
て
次
第
に
姿
を

消
し
つ
つ
あ
る
。
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図
版

１
１
１

『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』

一
七
九
八
年
四
月
十
六
日
号

（
一
面
）

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
所
蔵
の
資
料
よ
り
引
用
掲
載

一
面
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
、
こ
の
新
間
の
当
時
の
正
式
名
称
が

い
ヽ
ミ

ミヽ
」^

や
いヽ

ミヽ

Ω
お
ミヽ
ヽヽ
だ
つ
た
こ
と

が
分
か
る
。
こ
れ
以
前
に
は
０
ミ
ｏ，
ｏ９

（記
者
）
の
代
わ
り
に
『３
ど
０日
０可
国
ＯＬ
」
（社
交
界
）
と
い
う
副
題

が
つ
い
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
次
行
の
最
初
に
通
巻
の
号
数
、
発
行
年
月
日
と
曜
日
、
最
後
に
値
段
が

記
さ
れ
て
い
る
。
面
白
い
の
は
値
段
の
書
き
方
で
、　
一
七
八
三
年
の
値
段
は
引

（ｄ
は
古
代
ロ
ー
マ
の
貨
幣
単
位

一ｏ●艶
夕
の
省
略
形
で
ご
ｏ日
もヽ
８
８
の
略
字
と
し
て
使
わ
れ
た
）
つ
ま
り
正
味
三
ペ
ン
ス
だ
つ
た
の
に
、首
相
の
小
ピ
ッ

ト

（後
述
）
に
よ
る
印
紙
税
の
た
め
に
三
ペ
ン
ス
余
分
に
か
か
つ
て
い
る
と
い
う
内
訳
を
、
わ
ざ
わ
ざ
明
ら

か
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
新
聞
が
少
な
く
と
も
こ
の
当
時
は
、
反
政
府
的
な
立
場
を
鮮
明
に
し

て
い
た
事
情
が
こ
こ
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
号
は

『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』
の
中
で
も
き
わ
め
て
広
告
が
多
い
部
類
に
入
り
、　
一
面
の
す

べ
て
と
四
面
の
終
わ
り
か
ら
三
コ
ラ
ム
す
べ
て
、　
一
コ
ラ
ム
ロ
の
八
割
程
度
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
全
体
で

半
分
近
く
に
な
っ
て
い
る
。
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図
版

１
１
２

『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』

一
七
九
八
年
四
月
十
六
日
号

（二
面
）

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
所
蔵
の
資
料
よ
り
引
用
掲
載

記
事
は
二
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、　
一
コ
ラ
ム
ロ
は
、
軍
人
の
書
い
た
公
の
書
簡
五
通
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
省

の
消
息
の
後
に
、
倒
産
情
報
が
あ
る
。
ニ
コ
ラ
ム
ロ
は
六
割
ほ
ど
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
、　
ハ
ー
グ
、
ダ
ブ
リ
ン
な
ど
海

外
の
新
聞
か
ら
の
情
報
、
残
り
が
ピ
ッ
ト
内
閣
閣
僚
の
消
息
。
三
コ
ラ
ム
ロ
は
簡
単
な
オ
ペ
ラ
評
と
、
皇
太
子
ほ

か
社
交
界
の
著
名
人
の
消
息
。
こ
れ
は
新
聞
の
か
つ
て
の
副
題
が
『３
〓
０日
Ｆ

く
０「こ
だ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ

る
。
四
コ
ラ
ム
ロ
か
ら
三
面
の
最
初
に
か
け
て
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
代
表
作
の
一
つ

「フ
ラ
ン
ス
頌
一
ゴ
営
８
ｔ
Ｆ

Ｏ
ヽ
ｏ〉
（後
出
の
代
表
作

一
覧
表
８
参
照
）
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
詩

「取
り
消
し
頌
」
Ｈ^
層
”
８
営
Ｓ
』
ｏＰ

と
】
〇

ｏヽ）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
Ｖ
連
に
あ
る
＊
は
省
略
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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図
版

１
１
３

『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』

一
七
九
八
年
四
月
十
六
日
号

（三
面
）

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
所
蔵
の
資
料
よ
り
引
用
掲
載

三
面
の

一
コ
ラ
ム
ロ
は
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
詩
の
続
き
と
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
戦
時
情
勢
、
偽
造
に
よ
る
逮
捕
の

記
事
、
軍
事
情
報
、
う

っ
か
り
し
て
物
乞
い
に
多
す
ぎ
る
硬
貨
を
恵
ん
だ
の
に
気
づ
い
て
そ
れ
を
取
り
戻
し
た
貧

し
い
老
婆
の
話
な
ど
現
在
で
言
う
三
面
記
事
的
な
内
容
に
な

っ
て
い
る
。
ニ
コ
ラ
ム
ロ
か
ら
ニ
コ
ラ
ム
ロ
の
三
分

の

一
ま
で
が
再
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
情
報
、
何
件
か
の
海
軍
情
報
、
脱
獄
囚
、
火
事
、
ヨ
ッ
ト
競
争
の
結
果
な
ど
雑

多
な
記
事
が
続
く
。
四
コ
ラ
ム
ロ
の
最
初
に
は
、
国
家
の
危
機
の
折
、
義
勇
軍
に
進
ん
で
入
り
た
い
と
い
う
、
こ

の
新
聞
の
当
時
の
反
政
府
的
な
姿
勢
に
は
必
ず
し
も
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
な
読
者
か
ら
の
投
稿
記
事
が
挟
み
込
ま
れ

て
い
る
。
続
い
て
ニ
ュ
ー

マ
ー
ケ
ツ
ト
の
競
馬
情
報
、
残
り
は
再
び
社
交
界
の
消
息
と
な
る
。
同
種
の
記
事
が
複

数
箇
所
に
渡
る
な
ど
、
紙
面
構
成
は
現
在
に
比
べ
る
と
相
当
場
当
た
り
的
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
値
段
の
箇
所
で

触
れ
た
印
紙
税
は
、
こ
の
面
の
右
下
欄
外
に
あ
る
印
を
三
ペ
ン
ス
支
払

っ
て
押
し
て
も
ら
つ
た
用
紙
以
外
で
は
発

行
を
許
さ
な
い
と
い
う
形
で
課
さ
れ
て
い
た
。
値
段
の
半
分
に
相
当
す
る
重
税
は
言
論
統
制
の

一
環
で
あ
る
。
印

紙
税
に
つ
い
て
は
小
池
錘
七
九
―
八
〇
を
参
照
。
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図
版

１
１
４

『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』

一
七
九
八
年
四
月
十
六
日
号

（四
面
）

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
所
蔵
の
資
料
よ
り
引
用
掲
載

四
面
の
最
初
は
記
事
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
よ
く
読
む
と
咳
止
め
ド
ロ
ッ
プ
の
宣
伝
だ
と
分
か
る
。
続
い
て
社
交

界
の
出
生
、
結
婚
、
死
亡
の
情
報
、
株
式
市
況
で
、
残
り
も
す
べ
て
広
告
で
あ
る
。
現
代
の
紙
面
構
成
の
感
覚
で

は
、
二
つ
折
り
に
し
た
表
側
に
当
た
る

一
面
と
四
面
と
い
う

一
番
目
立
つ
場
所
を
広
告
が
大
き
な
顔
で
占
め
て
い

る
の
は
不
思
議
な
感
じ
も
す
る
が
、
人
目
に
つ
く
の
が
宣
伝
の
仕
事
と
考
え
れ
ば
合
理
的
と
も
言
え
る
。
あ
る
い

は
、
新
聞
の
生
命
で
あ
る
記
事
は
織
り
込
ま
れ
た
内
側
に
大
事
に
し
ま
っ
て
、
埃
や
汚
れ
か
ら
保
護
す
る
と
同
時

に
、
楽
し
み
は
紙
面
を
見
開
い
た
後
に
残
し
て
お
く
と
い
う
配
慮
が
な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
”
一”ｏな
８
に

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
文
、
広
告
と
も
挿
絵
や
地
図
が
な
い
こ
と
が
現
代
と
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。
内

容
的
に
は
滑
稽
記
事
も
あ
る
の
に
、
字
だ
け
の
紙
面
の
た
め
硬
い
印
象
を
与
え
て
い
る
。

一
番
下
に
こ
の
新
聞
が
ロ
ン
ド
ン
の
ス
ト
ラ
ン
ド
に
あ
る
サ
マ
セ
ッ
ト

・
ハ
ウ
ス
の
Ｃ
・
ス
ミ
ス
氏
に
よ
っ
て
印

刷
さ
れ
、
広
告
と
編
集
者

へ
の
手
紙
の
取
次
ぎ
も
そ
こ
で
す
る
旨
の
情
報
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
広
告
の
占
め
る

比
率
は
高
く
、
収
入
上
も
重
要
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
申
し
込
み
場
所
を
毎
日
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
つ
た

か
ら
で
あ
る
。
新
間
広
告

へ
の
需
要
は
、
十
八
世
紀
を
通
じ
て
拡
大
し
て
い
た
。
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対
し
、
題
材
は
大
き
く
広
が

っ
て
、
中
産
階
級
の
身
の
回
り
の
こ
と
に
ま
で
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
文
学
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
　
そ
の
よ
う
に
し
て
隆
盛
に
向
か

っ
て
い
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
、
こ
の
時
代
に
中
心
的
な
役
割
を
果
す

ロ
マ
ン
主
義
文
学
者
た
ち
は
、
多
か
れ

少
な
か
れ
つ
な
が
り
を
持

っ
て
い
た
。
自
作
詩
を
ま
ず
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
し
て
も
ら

つ
て
作
家
と

し
て
の
頭
角
を
表
わ
し
、
や
が
て
作
品
集
を
出
版
す
る
と
書
評
誌
か
ら
叩
か
れ
て
、
そ
れ
に
反
発
し

つ
つ
さ
ら
に
新
し
い
書
き
物
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
作
家
と
し
て
の
自

己
形
成
の
場
所
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
雑
誌
記
事
に
よ
っ
て
糊
口
を
凌
ぐ
作
家
も
出

て
く
る
。
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
作
家
の
う
ち
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
係
が
最
も
深
か

っ
た

の
は
サ
ミ

ュ
エ
ル
・テ
イ
ラ
ー
・
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

∽”日
Ｒ
一
日
”ヽ
０
【
０
０
Ｔ
こ
『

（
一
七
七
二
上

八
三
四
）
で

あ
る
。
若
く
し
て
詩
を
書
き
始
め
、
自
作
詩
集
を
い
く
つ
か
刊
行
後
、
二
十
六
歳
に
な
る
直
前
に
ウ
イ

リ
ア
ム

・
ワ
ー
ズ
ワ
ス
く
”〓
臓
づ
く
ｏＬ
∽ヨ
ｏ
」摯

（
一
七
七
〇
上

八
五
〇
）
と
と
も
に
匿
名
で

『抒
情
的

歌
謡
集
』
む
ヽヽ
ミ

”ヽ
ヽヽ
ご
卜
を
出
版
し
、
こ
れ
は
後
に
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
の
夜
明
け
を
告
げ
る
作

品
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
の
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
四
年
後
、
三
十
歳
に
し
て
自
分
の
詩
的

才
能
の
枯
渇
を
嘆
い
て
自
ら
詩
を
封
印
し
、
批
評
、
ド
イ
ツ
哲
学
な
ど
に
転
向
し
た
。
そ
う
し
た
経

＊
５
　
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
イ
ギ

リ
ス
の
雑
誌
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
い
ヽ
ン
パヽ
さヽ
ヽ
ヽ
ヽ
こ
ミ
Ｌヽヽ

』
ヽヽ
ヽヽ
いい

ぃ
ミヽ
ミ
ミ
ミ
¨
「
ｓ
ヽ
ミ
一ミ
ｓ
ヽ
、
ヽ
き

驚ヽ

で
ヾ
撻
ゞヽ
ヽヽ

】ミ
い
，Ｎ

を
参
照
。



歴
の
か
た
わ
ら
で
、
大
学
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
自
由
と
平
等
の
理
想
に
影
響
を
受
け
て
、
急
進

的
な
政
治
運
動
を
始
め
、
演
説
、
記
事
執
筆
な
ど
を
行
な
う
と
同
時
に
、
自
ら
定
期
刊
行
物
の
発
行

を
三
度
も
企
画
し
て
実
際
に
自
家
出
版
し
た
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
一
の
発
行
部
数
を
誇
る

『
モ
ー

ニ
ン

グ

・
ポ
ス
ト
』
に
、
詩
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
論
説
を
も
盛
ん
に
寄
稿
し
て
、
世
論
を
導
こ
う
と

し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
側
面
が
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
多
彩
な
活
動
を
送

っ
た
こ
と
が
却

っ
て
災
い
し
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ー
ル
リ
ッ

ジ
に
関
す
る
研
究
を
振
り
返
る
と
、
研
究
者
た
ち
は
個
々
の
活
動
領
域
に
関
心
を
示
し
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
を
比
較
対
照
し
て
、
総
合
的
に
作
家
活
動
を
見
よ
う
と
す
る
努
力
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
詩
を
研
究
す
る
人
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
を
顧
み
ず
、
政
治
思
想
に
関
心
を

持
つ
人
は
詩
を
閑
却
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
日
本
の
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
研
究
で
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
側
面
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、若
い
頃
の
主
要
な
活
動
で
あ

っ

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
仕
事
を
視
野
に
入
れ
て
、
同
時
進
行
し
て
い
た
詩
人
と
し
て
の
活
動
を
考
察

し
て
み
る
と
、
詩
以
外
の
側
面
を
捨
象
し
て
捉
え
て
い
た
場
合
と
は
、
ま
た
違

っ
た
作
家
像
が
浮
か

び
上
が

っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
現
在
、
詩
人
の
代
表
作
と
し
て
広
く
読
ま
れ
て
い
る
文
献
は
、
文

学
史
の
な
か
で
、
あ
る
種
の
選
別
が
行
な
わ
れ
て
正
典
と
し
て
確
立
し
た
資
料
で
あ
る
。
本
稿
で
は

詩
人
が
寄
稿
し
た
記
事
の
精
読
に
ま
で
は
踏
み
込
ま
ず
、
そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
を
概
観
す
る
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に
と
ど
め
つ
つ
、
正
典
的
な
詩
以
外
の
、
選
別
の
結
果
読
ま
れ
な
く
な

っ
た
資
料
を
傍
ら
に
置
く
こ

と
で
、
正
典
の
詩
を
読
ん
だ
時
に
浮
か
び
上
が
る
新
た
な
解
釈
、
さ
ら
に
は
新
た
な
詩
人
像
構
築
の

可
能
性
、
お
よ
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
そ
れ
が
さ
ら
に
広
く
深
く
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ

マ
ン
主
義
と
当
時
の
定
期
刊
行
物
の
関
係
を
見
渡
す
き

つ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
。

ト
マ
ス
・
ド
ｏ
ク
イ
ン
シ
ー
の
予
言
　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
よ
り
も
十
二
年
遅
れ
て
、

マ
ン
チ

エ
ス
タ
ー

に
生
ま
れ
た
ト

マ
ス
・
ド

・
ク
イ
ン
シ
ー
ゴ
０
日
３
∪
Ｏ
ρ
Ｅ
．Ｒ
Ｑ

（
一
七
八
五
上

八
五
九
）
は
、
す
で

に
触
れ
た
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
共
作
詩
集
に
早
く
か
ら
感
動
し
て
、
二
人
の
詩
人
が
住

む
湖
水
地
方
を
訪
れ
、　
一
八
〇
九
年
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス

一
家
が
手
狭
に
な

っ
て
手
放
し
た

コ
テ
ジ
に
入

居
し
、
自
ら
も
湖
水
地
方
の
住
人
と
な
る
。
そ
こ
で
詩
人
た
ち
と
隣
人
づ
き
あ
い
を
し
な
が
ら
、
そ

の
日
常
生
活
を
間
近
に
観
察
し
た
。
ま
も
な
く
詩
人
た
ち
、
な
か
で
も
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
の
仲
は
冷
却

す
る
も
の
の
、
ド

・
ク
イ
ン
シ
ー
は
湖
水
地
方
に
住
み
続
け
、
時
を
経
た

一
八
二

一
年
、
雑
誌

『
ロ

ン
ド
ン
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
自
ら
の
阿
片
中
毒
体
験
記

『英
吉
利
阿
片
服
用
者
の
告
自
』
や
ヽヽ
ξ

ミヽ
ヽ

ヽ
ヽ
』
べ
ヽヽ
き
０
ヽ
ヽヾ
ミ
‐い
ヽ
ヽ
を
連
載
、
こ
れ
が
大
好
評
を
博
し
、
作
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
ド
・

ク
イ
ン
シ
ー
が

一
八
三
四
年

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
死
を
き

っ
か
け
に
、
雑
誌

『
テ
イ
ツ
。
エ
ジ
ン
バ
ラ
・

マ
ガ
ジ
ン
』
Ｓ
ヽ
い
き
ヽ
ざ
磁
゛
ミ

いヽヽ

ミヽ
に
四
度
に
渡

っ
て
寄
稿
し
た
追
悼
記
事
は
、
し
か
し
な
が
ら
、



い
わ
く
つ
き
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
記
事
に
は
、　
コ
ー
ル
リ
ツ
ジ
の
盗
作
癖

へ
の
攻
撃
や

家
庭
内
の
不
和
な
ど
、
故
人

へ
の
否
定
的
な
言
及
が
数
多
く
含
ま
れ
、
誹
謗
中
傷
の
書
と
し
て
遺
族

周
辺
の
怒
り
を
買
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
徹
頭
徹
尾
、　
コ
ー
ル
リ
ツ
ジ
を
叩
き
続
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
蔵
書
欄
外

へ
の
書
き
込
み

（日
営
咀
巳
”̈）
の
重
要
性
を
い
ち
早
く
見
抜
い
て
、
そ
れ
が
い
ず

れ
、
ま
と
め
ら
れ
る
日
が
来
る
と
予
言
し
た
。
後
年
、
こ
れ
は
ボ
リ
ン
グ
ン
版

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
全
集

に

『欄
外
書
き
込
み
集
』
六
巻
が
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
実
現
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
批
評
家
と

し
て
の
慧
眼
を
示
す
も
う

一
つ
の
例
が
、　
コ
ー
ル
リ
ツ
ジ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
に
ま
つ
わ
る
次

の

一
節
で
あ
る
。

確
か
に
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
日
刊
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
係
し
た
ほ
か
の
誰
よ
り
も

一
日
置
く

に
値
す
る
人
物
だ

っ
た
。
莫
大
な
数
に
上
る
素
晴
ら
し
い
見
解
が
、
あ
の
広
大
な
深
淵
の
な
か

に
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
発
掘
や
復
元
を
さ
れ
て
人
々
の
称
讃
を
浴
び
る
可
能
性
も
な
い
ま
ま
に

眠
っ
て
い
る
。
海
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
世
界
に
は
無
限
の
財
宝
が
飲
み
込
ま
れ
て
、
潜
水
鐘
を

被

っ
た
潜
水
夫
に
よ
つ
て
引
き
上
げ
ら
れ
て
再
び
日
の
目
を
見
る
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
岸
辺

な
き
海
の
ご
と
く
無
辺
際
に
広
が
る
豊
か
な
富
の
詰
ま

っ
た
ど
の
雑
誌
に
当
た

っ
た
と
こ
ろ
で
、
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コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
政
治
的
論
説
ほ
ど
、
真
珠
の
養
殖
場
が
長
い
あ
い
だ
に
蓄
積
さ
れ
た
ご
み
や

ず^
Ｅ
””８
８
■
）
「塵
芥
」
と
ご
た
ま
ぜ
に
な

っ
て
い
る
場
所
は
ほ
か
に
な
い
。

コ
ー
ル
リ
ツ
ジ
を

偲
ん
で
誰
が
見
て
も
分
か
る
記
念
碑
を
建
て
る
と
す
れ
ば
、
『
モ
ー

ニ
ン
グ

・
ポ
ス
ト
』
に
載

つ

た
評
論
の
再
刊
に
勝
る
も
の
は
な
い
が
、
そ
の
後
の

『
ク
ー
リ
ア
』
に
発
表
さ
れ
た
評
論
は
そ
れ

を
更
に
凌
い
で
い
る
。

最
大
の
成
果
が
海
の
底
に
眠

っ
て
い
る
と
の
箇
所
に
潜
む
皮
肉
を
差
し
引
い
て
も
、
や
は
り
こ
れ
は

相
当
の
誉
め
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
言
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
遺
族
の
間
で
評
判
の
悪
か
っ

た
こ
の
追
悼
記
事
に
つ
い
て
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
娘
セ
ア
ラ
が
、
ド
・ク
イ
ン
シ
ー
は

「偉
大
な
る

雄
弁
と
鑑
識
眼
」
”^
８
‥
】ｏ
ｆ
８
８
，社

ヽ
諄
●．ヨ
．●
と
ｏ
Ｌ
を
備
え
、
「批
評
の
対
象
と
な
る
人
物

へ
の

内

な

る

共

感

を

十

分

に

」

∽^“
訥
Ｑ
Ｓ

〓
．●
１
”
Ｌ

ぐ
日
ヽ
”
計
ヽ
ま

多

摯
９

ｃ
ご
８
８

ヽ
〓
∽
Ｏ
〓
，

日
）
宿

し

て

い

る
と
弁
護
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
自
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
観
　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
本
人
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現
場
に

身
を
置
き
な
が
ら
、
自
ら
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
十
八
世
紀
の
終
わ
り

か
ら
十
九
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
先
述
の
、
最
も
よ
く
売
れ
て
い
た
日
刊
新
聞

＊
６

「
ト

マ
ス
・
ド

・
ク
イ
ン

シ
ー
著
作
集
Ⅳ
　
湖
水
地
方
と
湖

畔
詩
人
の
思
い
出
』
六
八
―
六
九

頁
。
原
文
は
∪
ｏ
ρ
二
Ｒ
Ｏ
「
い
参

照
。

＊
７

『
ト

マ
ス
・
ド

・
ク
イ
ン

シ
ー
著
作
集
Ⅳ
　
湖
水
地
方
と

湖
畔
詩
人
の
思
い
出
』
六
七
四

―
七
五
頁
。
原
文
は
∪
ｏ
Ｏ
Ｅ
．う
ｏく

】い
参
照
。
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『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』
に
盛
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
。
社
主
の
ダ

ニ
エ
ル
・
ス
チ

ュ
ア
ー
ト

∪
Ｂ
二

∽日
臓

（
一
七
六
六
上

八
四
六
）
か
ら
、
共
同
経
営
者
に
な

っ
て
新
聞
稼
業
に
専
念
す
る
気
は
な
い
か

と
持
ち
か
け
ら
れ
て
い
た

一
八
〇
〇
年
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
書
く
こ
と
に
つ
い

て
、
私
的
な
手
紙
で
た
び
た
び
触
れ
て
い
る
。
「新
間
の
記
事
を
書
く
わ
れ
わ
れ
は
ほ
か
な
ら
ぬ
ガ

レ
ー
船
の
奴
隷
で
あ
る
―
―
事
件
の
強
風
が
音
を
立
て
て
頻
繁
に
吹
き
渡

っ
て
い
る
時
に
は
、
帆
を

高
く
掲
げ
る
だ
け
で
す
み
、
船
は
勝
手
に
先

へ
進
ん
で
行
く
―
―
風
が
凪
い
で
日
照
り
が
続
く
と
、

わ
れ
わ
れ
が
櫓
を
漕
ぐ
番
が
来
る
。
」
こ
の
よ
う
に
、
事
件
と
い
う
風
に
翻
弄
さ
れ
て
生
き
る
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
不
安
定
さ
を
こ
ぼ
す

一
方
で
、
同
じ
手
紙
の
こ
れ
に
続
く

一
節
で
、
夜
の
十
二
時
に
書

い
た
記
事
が
、
そ
れ
か
ら
十
二
時
間
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
五
、
六
千
人
の
読
者
に
読
ま
れ
、
そ
れ

が
人
の
日
の
端
に
上
る
だ
け
で
な
く
、
議
会
の
庶
民
院
の
討
論
で
も
そ
の
ま
ま
の
言
い
回
し
で
使
わ

れ
る
の
を
耳
に
す
る
と
、
自
分
の
プ
ラ
イ
ド
が
く
す
ぐ
ら
れ
る
、
と
才
能
あ
る
書
き
手
に
開
か
れ
て

い
る
大
き
な
可
能
性
に
つ
い
て
も
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
仕
事
の
辛
さ

の
方
が
、
職
業
と
し
て
の
可
能
性

へ
の
期
待
を
上
回
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
議
会
の
討
論
を
記
事
に
す

る
た
め
に
、
あ
る
時
は
二
十
五
時
間
も
、
別
の
日
に
は
朝
十
時
か
ら
翌
朝
の
四
時
ま
で
議
会
の
傍

聴
を
し
た
と
漏
ら
し
て
お
り
、
や
が
て
別
の
手
紙
で
、
社
主
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
の
誘
い
に
つ
い
て
は
、

二
千
ポ
ン
ド
の
二
千
倍
積
ま
れ
て
も
、
私
は
こ
の
気
ま
ま
な
読
書
生
活
を
手
放
す
つ
も
り
は
な
い
、

＊
８
　
一
八
〇
〇
年
二
月
四
日
付

書
簡
。
原
文
は

や
ヽヽヽ
ヽヽ
ヽ
い
ミヽ
●

ヽ
ゃ
ミ
ミ
、
い
ヽ
ヽヽ
９
ミ

心ヽ
ヽ
こ
Ｓ

を
参
照
。
以
下
、
英
文
の
日
本
語

訳
は
全
て
本
稿
の
筆
者
に
よ
る
。
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と
新
聞
記
者
専
従
の
道
は
最
終
的
に
断
わ
る
決
意
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
年
に
よ
り

記
事
の
量
に
多
寡
は
あ
る
も
の
の
、
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
の
た
め
に

『
モ
ー
ニ
ン
グ

・
ポ
ス
ト
』
紙
に
寄

稿
を
続
け
た
。

記
者
専
従
の
断
念
を
漏
ら
し
た
の
と
同
じ
書
簡
で
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
書
き
物
全
般
を
二
種
類
に

分
類
し
て
い
る
。
「
一
つ
は

一
時
的
に
せ
よ
、
直
接
的
か
つ
広
く
印
象
を
与
え
る
方
法
―
―
も
う

一

つ
は
永
続
性
を
目
指
す
方
法
―
―
新
間
は
前
者
だ
―
―
人
が
な
し
う
る
得
る
最
善
の
仕
事
は
後
者
だ

―
―
本
を
訳
し
た
り
す
る
と
い
う
中
間
の
階
級
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
―
―
自
分
の
腰
を
し
つ
か

り
落
ち
着
か
せ
た
ら
、
僕
が
金
の
た
め
に
書
く
の
は
新
聞
だ
け
に
す
る
だ
ろ
う
。」
寄
稿
を
続
け
な

が
ら
、
そ
の
日
そ
の
日
の
た
め
に
読
者
を
喜
ば
せ
る
読
み
物
を
書
き
散
ら
し
て
、
そ
の
ま
ま
に
な

っ

て
し
ま
い
が
ち
な

マ
ス
ｏ
メ
デ
ィ
ア
の
短
命
性
を
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
は
っ
き
り
と
意
識
し
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
て
書
き
散
ら
し
た
記
事
を
何
ら
か
の
形
で

一
巻
に
ま
と
め
て
永
続
化
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
が
当
然
生
ま
れ
、
そ
の
意
図
を
ほ
か
な
ら
ぬ
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
に

漏
ら
し
て
い
る
。
「
こ
れ
ら
の
記
事
を
書
き
終
え
た
ら
、
僕
は
全
部
を
小
冊
子
の
形
に
し
て
出
版
で

き
た
ら
い
い
と
思

っ
て
い
る
／
で
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
君
に
判
断
し
て
も
ら
う
の
が

一
番
だ
。
」
と

こ
ろ
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
別
の
友
人
に
は
、
そ
れ
と
正
反
対
の
自
己
卑
下
と
も
い
う
べ
き
態
度
を

見
せ
て
い
る
。
「そ
も
そ
も
自
分
が
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
に
書
い
た
エ
ツ
セ
イ
を
集
め
る
と
い
う
考

＊
９
　
議
会
の
傍
聴
は

一
八
〇
〇

年

二
月
十
二
日
付
書
簡
、
記
者

専
従
の
誘
い
は

一
八
〇
〇
年
二

月
二
十

一
日
付
書
簡
。
原
文
は

ゃ
き
きヽ
、
お
ミ
●
ヽ
いヽ
ミ
ミ
ヽ
い
ヽ
ヽ

９
ざ
一心
ヽ
日
いＳ
し
∞い
を

参

照
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
コ
ー

ル
リ
ツ
ジ
に
つ
い
て
は
、
デ
イ
ア

ド
ラ

・
コ
ー
ル
マ
ン
が
短
い
な
が

ら
示
唆
に
富
ん
だ
ま
と
め
を
提

供
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
コ
ー
ル

リ
ッ
ジ
自
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

観
に
つ
い
て
は
の
ｏ
一０日
営

】喝
―ぃ
∞

か
ら
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き

か
っ
た
。

＊
１〇
　

一
八
〇
〇
年
十
月
二
日

頃

の
書
簡
。　
原
文

は

６
Ｓヽ
ヽヽ
ヽ

い
ミヽ
ヽ
ヽ
ゃ
ミ
ヽ
、
い
ヽ
ヽ
９
・ミ
一ミ

】
い
場

を
参
照
。
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え
は
な
い
―
―
あ
の
記
事
に
そ
ん
な
価
値
は
な
い
。
」

手
紙
の
内
容
を
書
く
相
手
に
よ
つ
て
書
き
分
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
も
浮
か
ぶ
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
は
む
し
ろ
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
自
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
二
律

背
反
の
態
度
と
い
う
か
、
そ
の
時
々
の
気
分
で
二
つ
の
考
え
の
間
を
揺
れ
て
い
た
心
理
が
は
っ
き
り

示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
よ
い
。
近
代
社
会
に
お
け
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性

へ
の
期
待

の

一
方
で
、
十
七
世
紀
革
命
期
の
大
詩
人
ジ

ヨ
ン

・
ミ
ル
ト
ン
〕ｏ〓

〓
〓
８
ｏ
（
一
六
〇
八
―
七
四
）
の

後
を
継
ぐ
よ
う
な
大
文
学
と
比
べ
て
思
い
知
る
、
売
文
家
業
の
卑
小
性

へ
の
軽
蔑
。
と
も
あ
れ
、
完

全
に
は
自
分
の
記
事
の
永
続
性
に
自
信
を
持
て
な
か
っ
た
コ
ー
ル
リ
ツ
ジ
に
と

つ
て
、
こ
の
時
点
で

ド
・ク
イ
ン
シ
ー
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
ら
、
力
強
い
援
護
射
撃
と
感
じ
ら
れ
た
だ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
追
悼
記
事
で
な
さ
れ
た
予
言
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
コ
ー
ル
リ
ッ

ジ
が
他
界
す
る
ま
で
記
事
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

娘
セ
ア
ラ
と
デ
ヴ
ィ
ツ
ド
・
ア
ー
ド
マ
ン
に
よ
る
予
言
の
実
現
　
ド

・
ク
イ
ン
シ
ー
に
よ
る
予
言
は
、

詩
人
の
娘
セ
ア
ラ

・
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

∽，Ｓ
Ｏ
ｏ年
巳
『

（
一
八
〇
二
―
五
二
）
が

一
八
五
〇
年
に
三
巻
本

で
千
ペ
ー
ジ
を
越
え
る

『同
時
代
論
集
』
帥
５ｏ
い
ヽヽ

民
お
０
ヾ
ヽ
い
ミ
いヽ
を
編
纂
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
意

外
に
早
く
実
現
さ
れ
る
。
し
か
し
、
詳
細
な
解
説
や
註
を
付
け
て
現
代
の
読
者
が
利
用
で
き
る
よ
う

＊
Ｈ
　
一
八
〇
〇
年
九
月
十
七
日

付
書
簡
。
原
文
は
６
おヽ
ヽヽ
ヽヽ
い
ミヽ
ａ

ｔ
，
ミ
ミ

い
ヽ
ヽヽ
ヽ
９
ゃ
ヽヽ
心
ヽ
】
い
ｏ
い

を
参
照
。
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な
形
で
記
事
が
再
び
ま
と
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
る
の
は
、
時
を
経
た

一
九
七
八
年
ま
で
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書
館
を
本
拠
と
す
る
学
者
デ
ヴ
イ
ッ
ド
・

Ｖ
・
ア
ー
ド
マ
ン
∪
”二
」
く
同
社
日
”目
の
編
纂
に
よ
る

『同
時
代
論
集
』
い
・Ｓ
５
ヽヽ
民
辟
尋
ミ
■ヽ
二
巻
が
、

一
九
六
九
年
か
ら
刊
行
開
始
さ
れ
た
ボ
リ
ン
グ
ン
版

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
全
集
の

一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
三
巻
本
は
、
ま
さ
し
く
先
の
予
言
に
沿

っ
て
、　
一
七
九
七
年
か
ら

一
八

一
八
年

に
渡
る
二
十
年
以
上
も
の
間
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
の
た
め
に
断
続
的
に
寄
稿
を
続
け

た

『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
」
と

『
ク
ー
リ
ア
』
せ
ヽ
６
ミヽ
ミ
ヽ
の
二
つ
の
新
聞
に
載
せ
た
散
文
記
事
を

集
め
て
い
る
。
三
巻
日
は
作
者
が
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
で
あ
る
と
確
定
で
き
な
い
も
の
の
、
排
除
も
出
来

な
い
記
事
な
ど
と
、
索
引
を
合
わ
せ
た
巻
に
な

っ
て
い
る
が
、
残
り
の
二
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
分

だ
け
で
も
相
当
の
数
に
上
る
記
事
を
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
書
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
ア
ー
ド
マ
ン
が
寄
せ
た

一
二
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
序
文
が
、
恐
ろ
し
く
力
の
こ
も

っ
た
も
の

で
、
多
く
の
情
報
を
凝
縮
し
て
呈
示
し
よ
う
と
す
る
余
り
、
決
し
て
読
者
に
と

っ
て
読
み
や
す
い
と

は
言
え
ず
、
細
部
ま
で
目
を
光
ら
せ
て
い
な
い
と
肝
心
な
点
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
謹
聴

な
ら
ぬ
謹
読
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
二
十
年
に
及
ぶ
寄
稿
の

変
遷
と
、
そ
の
時
々
の
政
治
状
況
な
ど
を
詳
細
に
、
し
か
も
大
局
を
見
失
わ
ず
に
論
じ
て
い
る
。
ア
ー

ド
マ
ン
は
、
赤
狩
り
の
非
米
活
動
委
員
会
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
て
大
学

へ
の
就
職
が
不
可
能
と
な
り
、
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ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
公
立
図
書
館
に
職
を
も
ら

つ
て
、
そ
こ
の
機
関
誌
を

一
級
の
研
究
誌
に
仕
立
て
上
げ

た
と
い
う
不
屈
の
コ
マ
ン
主
義
文
学
研
究
者
で
あ
る
。
そ
の
経
歴
か
ら
も
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
政

治
的
な
転
向
の
問
題
に
大
き
な
関
心
を
懐
き
つ
つ
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
政
治
的
な
記
事
を
検
証
し
て

い
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
序
文
か
ら
窺
え
る
。
ア
ー
ド
マ
ン
の
眼
差
し
は
、
転
向
者
で
あ
る
コ
ー
ル
リ
ッ

ジ
に
対
し
て
思
い
の
ほ
か
優
し
い
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
当
初
の
革
命

へ
の
熱
狂
的
支
持
か
ら
、
や

が
て
、
政
府
の
お
先
棒
を
担
ぐ

『
ク
ー
リ
ア
』
に
記
事
を
書
く
よ
う
に
な

っ
た

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
も
、

巷
で
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
恥
知
ら
ず
な
転
向
を
行
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
調
子
で
、
随
所
に

転
向
を
反
証
す
る
例
を
上
げ
な
が
ら
、
客
観
的
に
評
価
を
行
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Ｅ
・
Ｐ
・
ト
ム
ソ
ン
の
批
判
　
こ
の
三
巻
本
の
書
評
を
書
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な

マ
ル
ク
ス
主
義

歴
史
家
Ｅ

・
Ｐ

。
ト
ム
ソ
ン
ロ
・
”
ゴ
】０
日
翻
０
●
は
、
ァ
ー
ド
マ
ン
自
身
の
反
骨
の
経
歴
と
そ
の
重
厚

な
序
文
を
最
大
限
に
評
価
す
る

一
方
で
、
そ
こ
に
集
め
ら
れ
た

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
記
事
を
読
む
限
り
、

政
治
思
想
家
と
し
て
の
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
評
価
は
極
め
て
低
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
断
じ

た
。
ま
た
、
転
向
者
と
し
て
も
、
以
前
の
同
志
を
非
難
し
て
、
自
分
の
そ
の
時
そ
の
時
の
立
場
を
弁

ず
る
の
に
汲
々
と
し
て
い
る
だ
け
の
哀
れ
な
輩
で
あ
る
、
と
軽
蔑
の
日
調
を
隠
さ
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ

頭
韻
を
踏
ん
で
椰
楡
の
調
子
を
滲
ま
せ
な
が
ら
、
記
事
は

「
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
常
套
句
の
寄
せ
集
め
」
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０^
０Ｔ
ａ
『
．ｏ
０
０日
ヽ
８
年
ご
ョ
０
「
０
〓
卜
ｏ。
と
名
づ
け
た
方
が
よ
い
と
さ
え
提
案
す
る
。
ア
ー
ド
マ
ン
の

よ
う
に
赤
狩
り
に
屈
し
て
節
を
ま
げ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
立
派
な
学
者
が
力
を
注
ぐ
に
は
も
っ
た
い

な
い
と
ま
で
言
い
、
編
者
の
知
力
を
詩
人
よ
り
も
上
に
置
く
。
ト
ム
ソ
ン
に
よ
る
最
も
激
し
い
罵
倒

は
以
下
の

一
節
で
あ
る
。

も
し
も
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
自
分
は
完
全
に
間
違

っ
て
い
た
、
し
か
も
、
根
源
的
な
い
く
つ
か
の
点

に
お
い
て
そ
う
だ

っ
た
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
と
す
る
な
ら
、
誉
れ
あ
る
二
つ
の
道
筋
が
日
の
前

に
開
か
れ
て
い
る
の
が
見
え
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
だ
。　
一
つ
は
そ
の
問
題
を
徹
底
的
に
論
じ
つ
く

し
て
、
自
分
が
過
去
に
忠
誠
を
捧
げ
た
対
象
や
同
志
を
戯
画
化
し
た
り
、
証
拠
を
捏
造
し
た
り
し

な
い
と
い
う
難
し
い
道
筋
で
あ
る
。
こ
れ
を
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
、
八
年
と
い
う
年
月
を
か
け
て

『序

曲
』
を
書
く
際
に
行
な

っ
た
。
も
う

一
つ
は
、
暫
く
沈
黙
と
自
己
批
判
の
期
間
を
置
く
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
反
転
す
る
と
た
ち
ま
ち
、
こ
の
上
な
く
激
し
い
攻
撃
に
移

っ
て
、

自
分
の
友
人
た
ち
の
動
機
に
関
し
て
意
地
の
悪
い
非
難
を
投
げ
つ
け
、
自
分
の
自
叙
伝
に
広
範
囲

に
渡
る
操
作
を
加
え
、
誰
も
が
か
つ
て
は
コ
ー
ル
リ
ツ
ジ
自
身
の
立
場
だ

っ
た
と
考
え
て
い
た
も

の
を
物
笑
い
の
種
に
し
た
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
政
治
的
な
判
断
に
基
づ
い
て
も
、
こ
れ
は
不
忠

義
、
自
己
中
心
的
、
全
く
の
無
責
任
で
あ

っ
た
。

＊
１２
　
常
套
句
の
寄
せ
集
め
の
箇

所
も
含
め
て
、
原
文
は
『
Ｆ
Ｏ
日
一め０
●

Ｒ
∞ふ
）
を
参
照
。
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一
九
五
六
年
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
受
け
て
イ
ギ
リ
ス
共
産
党
を
脱
党
し
、

真
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
伝
統
に
基
づ
く
人
間
の
顔
を
し
た
社
会
主
義
を
標
榜
し
て
、　
一
九
六
〇
年
代

の
造
反
の
季
節
が
尻
す
ば
み
に
終
わ

っ
た
後
も
、
幻
滅
の
七
〇
年
代
を
左
翼
と
し
て
生
き
続
け
た
ト

ム
ソ
ン
に
と

っ
て
は
、
ロ
マ
ン
主
義
者
の
中
で
、
革
命
が
変
容
し
て
当
初
の
夢
を
失

っ
た
後
も
、
革

命
、
自
由
平
等
の
理
想
を
求
め
る
側
に
踏
み
と
ど
ま
り
続
け
た
文
学
者
、
た
と
え
ば
、
ウ
ィ
リ
ア

ム

・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
く
」
Ｆ
日
〓
』
”日
（
一
七
七
八
―
一
八
三
〇
）
に
肩
入
れ
す
る
の
は
必
然
だ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
ロ
マ
ン
主
義
者
は
長
生
き
し
た
場
合
、
若
い
頃
の
情
熱
、
熱
狂
の
反
動
か
ら
保
守

化
す
る
と
い
う
宿
命
を

一
般
的
に
背
負

っ
て
い
る
。
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義

者
は
、
世
俗
を
全
く
超
越
し
て
六
十
九
歳
ま
で
孤
高
の
人
生
を
歩
み
続
け
た
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ブ
レ
イ

ク
く
〓
，
日
口
洋
０
（
一
七
五
七
―
一
八
二
七
）
や
、
わ
ず
か
二
十
九
歳
で
異
国
の
海
に
命
を
散
ら
し
た
た

め
に
保
守
化
す
る
暇
も
な
か
っ
た
パ
ー
シ
ー
・ビ
ツ
シ
ユ
・シ
エ
リ
ー
マ
”Ｑ
”
場
∽Ｆ
∽澪
〓
く

（
一
七
九
二

上

八
三
二
）
な
ど
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
先
の
引
用
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
転
向
し
て
も
そ
れ
を
自

分
な
り
に
し
っ
か
り
捉
え
直
し
て
認
め
る
か
、
転
向
す
る
に
し
て
も
掌
を
返
す
よ
う
に
す
る
の
で
は

な
く
、
反
省
の
た
め
の
冷
却
期
間
を
置
く
か
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
ト
ム
ソ
ン
の
目
に
は
、
コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
は
そ
の
よ
う
な
転
向
に
必
要
な
手
続
き
の
ど
ち
ら
も
取
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
不
届
き
者
と

し
か
映
ら
な
い
。

＊
１３
　
ハ
ズ
リ
ッ
ト
は
イ
ギ
リ
ス
・

ロ
マ
ン
主
義
時
代
を
代
表
す
る
批

評
家
・散
文
作
家
。
年
長
の
コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
と
個
人
的
な
知
り
合
い

で
敬
意
を
懐
い
て
い
た
が
、　
コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
が
政
治
的
に
転
向
し
た

こ
と
で
後
に
激
し
く
非
難
し
た
。

比
較
的
若
い
没
年
ま
で
反
体
制
派

を
貫
い
た
ハ
ズ
リ
ッ
ト
を
、
ト
ム

ソ
ン
は
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
よ
り
も
は

る
か
に
偉
大
な
政
治
思
想
家
で
あ

リ
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
あ
る
と
称
讃

し

て

い

る
。
日
）０
日
り
Ｏ
ｌ

Ｒ
，い
い

を
参
照
。
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本
稿
で
は
、
快
刀
乱
麻
を
断
つ
が
如
く
、
鮮
や
か
に
し
て
苛
烈
な
ト
ム
ソ
ン
の
筆
致
に
魅
惑
さ
れ

て
、
一
緒
に
な

っ
て
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
政
治
思
想
家
と
し
て
の
変
節
を
指
弾
す
る
と
い
う
道
は
避
け
、

革
命

へ
の
期
待
の
反
動
と
し
て
あ
る
種
の
内
面
化
、
内
向
が
起
こ
り
、
そ
の
結
果
、
社
会
と
政
治
か

ら
離
反
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
急
進
的
だ

っ
た
時
代

へ
の
反
動
か
ら
、
正
反
対
の
側
に
反
転
す
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
に
留
め
る
。

ロ
マ
ン
主
義
者
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
若
年
期
の
親

フ
ラ
ン
ス
革
命
活
動
が
派
手
だ

っ
た

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に
付
き
ま
と

っ
て
離
れ
な
い
政
治
的
転
向
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
稿
を
新
た
に
論
じ
る
こ
と
と
し
て
、
以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
な

揺
れ
を
記
事
と
し
て
書
き
続
け
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
活
動
を
概
観
し
た

上
で
、
同
時
平
行
で
詩
も
書
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
に
つ

い
て
考
え
た
い
。

『
夜
警
』
の
発
行
　
一
七
九
七
年
か
ら
二
十
年
以
上
に
及
ぶ
二
つ
の
新
聞

へ
の
寄
稿
に
つ
い
て
は
簡

単
に
触
れ
た
が
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
、
定
期
刊
行
物
と
の
関
わ
り

は
こ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
そ
れ
以
前
、
ま
だ
こ
の
詩
人
が
フ
ラ
ン
ス
革
命

へ
の
共
感
に
燃
え
上
が

っ

て
い
た
時
代
に
、
主
に
非
国
教
徒
の
急
進
派
に
向
け
て
、
自
分
の
政
治
的
な
意
見
を
述
べ
る
定
期
刊

行
物

『夜
警
』
蓼
２
Ｓ
ｓヽ
゛
ミ
ヽヽ

を
自
家
出
版
し
て
い
る
。
や
は
り
前
に
触
れ
た
ボ
リ
ン
グ
ン
版
全
集

＊
１４
　
ロ
マ
ン
主
義
が
政
治
的
希

望
の
後
の
失
望
、
内
向
を
経
て
、

反
動
化
す
る
道
程
に
つ
い
て
は
、

「●【【̈
０″
〕・
】（ｏ，つｏ
【い
ゃ
‐っ
い
ぃかヽ

多^
ユう

に
な
る
。

＊

５

　

日
ヽ
ヽ
憩
ヾ
ミ
ミ
ヽ
ヽ
い
「
い

こ

の
箇
所
は
、
旧
約
聖
書
『
詩
篇
』
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に
す
べ
て
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
出
版
の
財
政
的
基
盤
と
し
て
予
約
購
読
者
を
募
る
た
め

に
行
な

っ
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
地
方
か
ら
北
部
地
方

へ
の
講
演
旅
行
が
長
引
い
た
こ
と
が
原
因

で
、
当
初
の
予
定
よ
り
遅
れ
て

一
七
九
六
年
二
月

一
日
に
第

一
号
が
出
た
後
、
週
刊
刊
行
物
に
対
し

て
課
さ
れ
る
印
紙
税
と
い
う
、
政
府
の
経
済
的
言
論
統
制
に
抵
抗
す
る
た
め
に
、
八
日
に

一
回
と
い

う
変
則
的
か
つ
反
体
制
的
な
形
で
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
最
初

一
〇
〇
〇
名
ほ
ど
い
た
と
推
測
さ

れ
る
定
期
購
読
者
が
途
中
で
半
減
し
た
な
ど
の
理
由
か
ら
、
財
政
的
な
事
情
が
悪
化
し
て
続
行
不
可

能
と
な
り
、
二
月
十
三
日
、
わ
ず
か
十
号
目
に
し
て
、
「あ
あ
　
夜
警
よ
―
　
汝
の
見
張
り
は
無
駄

に
終
わ
れ
リ
ー
」

〇^
そ
Ｒ
ｏ，
日
営
¨
，
０
口
Ｆ
∽一
１
臓
卜
＆

Ｆ
ュ
０
「
と
い
ぅ
悲
痛
な
叫
び
と
と
も
に
廃
刊

の
憂
き
目
を
見
た
。

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ
は
、
後
に
批
評
的
散
文
の
代
表
作
と
な
る

『
文
学
的
自
叙
伝
』
い
もヽ踵
Ｓ
ｓ
ヽヽ

卜
いヽヽ
ミ
ミ
ヽ
（
一
八
一
七
）
の
中
で
、
こ
の
時
の
経
験
を
自
家
出
版
の
悲
惨
さ
を
示
す
例
と
し
て
回
顧
し

て
い
る
。
当
時
の
自
分
の
政
治
的
な
立
場
は
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
で
も
民
主
主
義
で
も
な
か
っ
た
と
弁
明

し
つ
つ
先
述
の
講
演
旅
行
を
回
想
し
、
企
て
が
失
敗
に
至
っ
た
経
緯
を
徹
底
的
に
戯
画
化
し
て
描
き
、

売
れ
残

っ
た
こ
の
新
聞
を
女
中
が
炊
き
つ
け
と
し
て
威
勢
よ
く
燃
や
し
た
と
い
う
落
ち
ま
で
付
け
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、
保
守
化
し
た
後
半
生
か
ら
当
時
を
振
り
返

っ
て
、
こ
の
出
版
自
体
を
若
気
の
至

り
と
し
て
茶
化
し
た
い
と
い
う
意
図
が
透
け
て
見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
実
態
は

『文
学
的
自
叙
伝
』

一
二
七
章

一
節

の
「主
が
町
を
守

ら
れ

る
の
で
な
け
れ
ば
、
／
守

る
者
の
さ
め
て
い
る
の
は
む
な
し

い
。
」
（訳
は
国
語
訳
聖
書
に
よ
る
）
を

下
敷
き

に
し

て
い
る
。
引

用
後

半
部

は
欽

定

訳

聖
書

で
は

計^

ヨ
Ｓ
一
ｏ
ア
『
●
”
●

´
ζ
，
″
ｏ
Ｌ
〕
∝
暉
一
一●

く
，
中
】
．
し
Ｃ

な

っ
て
お
り
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の

嘆
き
の
文
に
き
わ
め
て
似
て
い

る
。
ま
た
、
「
エ
ゼ
キ

エ
ル
書
』

三
章

一
七
節
と
三
二
章
七
節
で
、

神
が
預
言
者

エ
ゼ
キ
エ
ル
に
イ
ス

ラ

エ
ル
の
家
を
見
守
る
人
に
な

る
よ
う
に
と
の
言
葉
を
与
え
て
い

る
。
聖
書

へ
の
引
喩
か
ら
、　
コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
が
こ
の
自
家
出
版
の
定

期
刊
行
物
に
い
か
に
大
き
な
使
命

感
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
た
か
が
分

か
る
。

＊

κ

　

ぃ
、母
ぶ

ぃヽ
、

ぃ
一ミ
ヽ
ヽヾ

【
日
、
い
ぁ
、

を
参
照
。
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で
の
回
想
と
は
明
ら
か
に
異
な

っ
て
い
る
。
こ
の
出
版
は
、
政
治
的
に
最
も
急
進
的
だ

っ
た
時
代
の

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
声
が
聞
こ
え
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
で
あ
り
、
小
ピ
ッ
ト
率
い
る
イ
ギ
リ
ス
政

府

へ
の
反
発
と
、
究
極
の
正
義
を
も
た
ら
す
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
が
今
の
窮
地
を
い
ず
れ
脱
す
る
と
い

う
期
待
に
貫
か
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
ま
だ
詩
人
と
し
て
飛
躍
す
る

一
歩
手
前
の
時
代
だ

っ
た
こ

と
も
あ
り
、
文
学
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
関
わ
り
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
主
に
政
治
的
な
発
言
を

す
る
こ
と
に
眼
目
が
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
少
な
か
ら
ぬ
数
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な

っ
た
自
作
の
詩

に
対
し
て
も
、
全
集
版

『夜
警
』
の
編
者
ル
イ
ス
・パ
ツ
ト
ン
ｒ
ｏま
∽
噂
臓
ｏ
つ
の
指
摘
す
る
通
り
、
政

治
的
な
主
張
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
、
非
常
に
公
的
な
役
割
を
求
め
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
モ
ー

ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

』
、
『
ク
ー
リ
ア
』
へ
の
寄
稿
　
そ
れ
に
対
し
て
、
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』

と

『
ク
ー
リ
ア
』
へ
の
寄
稿
時
代
、
特
に

『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』

へ
寄
稿
し
て
い
た
時
代
は
、
コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
の
詩
人
と
し
て
の
全
盛
期
と
も
重
な

っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
政
治
的
な
見
解
が
自

己
の
中
で
分
裂
を
来
た
し
始
め
た
こ
と
も
相
ま

っ
て
、
詩
が
単
に
自
分
の
公
的
な
見
解
を
述
べ
る
た

め
の
道
具
か
ら
、
私
的
な
発
言
、
自
分
の
内
面
の
開
拓

へ
と
向
か

っ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
『夜

警
』
時
代
の
政
治
的
な
、
公
的
な
内
容
の
詩
が
全
く
姿
を
消
す
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
時
期

の
詩
作
の
中
心
を
占
め
る
の
は
、
超
自
然
的
な
物
語
詩
か
、
あ
る
い
は
、
自
然
の
中
で
の
静
か
な
個

＊

１７
　

ウ

ィ

リ

ア

ム

・
ピ

ツ
ト

蜆
Ｎ一〓
，
日

ゃ
一■
（
一
七
五
九
―
一
八
〇
六
）

は
、
ト
ー
リ
ー
党
の
政
治
家
と
し

て

一
七
八
三
年
、
若
く
し
て
首
相

に
選
ば
れ
る
と
、
二
度
に
わ
た

っ

て
こ
の
職
を
務
め
、
革
命
フ
ラ
ン

ス
と
の
戦
争
の
前
半
を
主
導
し

た
。
急
進
派
時
代
の
コ
ー
ル
リ
ッ

ジ
か
ら
目
の
敵
に
さ
れ
た
。
フ
ラ

ン
ス
と
の
植
民
地
七
年
戦
争
の
時

に
首
相
を
務
め
た
同
名
の
父
親

と
区
別
す
る
た
め
、
父
大
ピ
ッ
ト

に
対
し
て
小
ピ
ッ
ト
と
通
称
さ
れ

る
。

＊
１８
　
い
ヽ
憩
゛
ヽ
ｓ
ミヽ
ヽ
Ｌ
畠

を
参

照
。
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図版2 1798/9年 20代半ばのコール リッジの肖像画
1798年から翌年にかけてのドイツ滞在時に未詳の画家によって描かれた肖像

画。この当時コールリッジは26歳で、『モーニング・ポスト」への寄稿を本格

化していく時期に当たっており、若々しさに溢れている。パステルの原画は詩

人の経済的庇護者だった二代ロジョサイア・ウェッジウッドJOSitt Wed留 00d

(1769-1843)に贈 られたがその後の消息は不明で、現在残っているのは個人

所蔵 の複写。 肖像画につ いての情報はこの図版 の出典 ともなった Palcy 23-26

を参照。

71  新聞―『モーニング・ポスト』とサミュエル・テイラー・コールリッジ



人
的
な
瞑
想
を
描
く
私
的
な
詩
の
い
ず
れ
か
だ

っ
た
。

つ
ま
り
、
い
ず
れ
も

一
見
す
る
と
政
治
性
か

ら
離
れ
た
詩
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

政
治
的
な
主
張
ば
か
り
で
な
く
、
詩
的
な
創
作
行
為
に
も
変
容
の
見
ら
れ
る
こ
の
時
代
が
、
コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
の
文
学
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
交
錯
を
考
え
る
上
で
は
、
最
も
興
味
深
い
。
ア
ー
ド
マ
ン

が
、
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』
以
前
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
大
学
時
代
に
、
『ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

・
イ
ン

テ
リ
ジ

エ
ン
サ
ー
』
い
ヽ
（ヾ
ミ
ｓヽ
心ヽ
ヽ
き
いヽ
ミ
ミ
ヽ
ミ
、
大
学
を
中
退
し
て
か
ら
は

『
モ
ー

ニ
ン
グ

・
ク

ロ
ニ
ク
ル
』
ヾ
ミ
ヽ
ミ
ベ

や
ミ
ミ
やヽ
に
も
寄
稿
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
三
巻
本
に
は

『
モ
ー
ニ

ン
グ
・ポ
ス
ト
』
と

『
ク
ー
リ
ア
』
の
記
事
だ
け
を
収
録
し
た
の
も
、
間
接
的
に
そ
れ
を
裏
づ
け
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
の
概
観
を
終
え
た
後
で
、

も
う

一
度
詩
作
活
動
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
た
い
。

『友
』
の
発
行
　
『友
』
い
ヽ
や
ミヽ
ミ
は
、　
一
八
〇
九
年
六
月

一
日
か
ら

一
八

一
〇
年
二
月
十
五
日
ま
で

二
十
七
号
続
い
た
や
は
り
自
家
出
版
の
定
期
刊
行
物
で
あ
る
。
『夜
警
』
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
と

志
を
同
じ
く
す
る
人
々
と
意
見
の
交
換
を
し
た
い
と
い
う
思
い
は
変
わ
ら
ず
に
あ

つ
た
よ
う
だ
。
し

か
し
、
こ
こ
で
の
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
い
わ
ゆ
る
転
向
を
済
ま
せ
て
既
に
保
守
化
し
て
お
り
、
対
象

と
す
る
読
者
層
も
、
『夜
警
』
の
時
と
違

っ
て
、
急
進
的
な
非
国
教
徒
で
は
な
か

っ
た
。
ま
た
詩
を
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ほ
ぼ
諦
め
た
時
代
で
も
あ
る
。

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
公
に
、
「自
分
の
本
性
に
合
わ
な
い
哲
学
研
究
を

続
け
た
た
め
に
、
自
分
の
生
来
の
詩
的
な
才
能
が
枯
渇
し
た
」
と
、
い
わ
ば
詩
の
断
念
を
宣
言
し
た

の
は
、
一
八
〇
二
年
十
月
四
日
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』
に
寄
稿
し
た

「失
意
の
オ
ー
ド
」
∪^
ｏ̈
ｏ■
ｏ
，

と
】
〇
計
）
に
お
い
て
だ

っ
た
。
こ
の
時
期
以
後
、
全
く
詩
を
書
か
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ノ
ー

ト
な
ど
に
詩
の
断
片
を
書
い
て
い
て
、
そ
れ
が
掘
り
起
こ
さ
れ
て
死
後
の
詩
集
に
収
録
さ
れ
て
は
い

る
。
し
か
し
、
詩
の
重
要
度
は
明
ら
か
に
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
中
で
落
ち
て
ゆ
き
、
『友
』
の
発
行
さ

れ
る

一
八

一
〇
年
前
後
に
は
、
も
は
や
詩
作
活
動
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
の
間
に
緊
張
関
係
は
な

く
な

っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

詩
人
と
し
て
の
最
盛
期
に
お
け
る
詩
の
発
表
媒
体
　
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
の
詩
人
と
し
て
の
絶
頂
期
は

一
七
九
七
年
か
ら

一
七
九
八
年
に
か
け
て
で
あ
り
、
先
述
の
通
り
、　
一
八
〇
二
年
に
は
詩
的
才
能
の

枯
渇
を
宣
言
し
て
い
る
。
奇
し
く
も
、
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』

へ
の
寄
稿
は

一
七
九
七
年
十
二
月

七
日
号
に
始
ま

っ
て
、　
一
八
〇
三
年
八
月
二
十
日
号
で
終
わ

っ
て
お
り
、
詩
人
と
し
て
の
最
盛
か
ら

終
焉
の
時
期
と
記
事
執
筆
の
時
期
が
不
思
議
に
重
な

つ
て
い
る
。
あ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
詩
も
含
め
て

寄
稿
し
て
い
た
事
実
か
ら
、
こ
の
詩
人
の
代
表
作
の
多
く
が

『
モ
ー
ニ
ン
グ

。
ポ
ス
ト
』
に
掲
載
さ

れ
て
世
に
出
た
は
ず
だ
と
い
う
予
測
が
出
て
き
て
も
無
理
は
な
い
。
し
か
し
、
『
モ
ー

ニ
ン
グ

・
ポ

＊
１９
　
一
七
九
七
年
十
二
月
七
日

の
最
初
の
寄
稿
は

「不
幸
せ
な
女

性
に
棒
ぐ
」
ｊ
ｏ
日
Ｃ
Ｌ
ｏ目
目
ｏ

黎
０日
営
．
と
ぃ
ぅ
詩
だ

っ
た
。
散

文
記
事
の
寄
稿
は

一
七
九
八
年

一
月
二
日
が
初
め
て
で
ア
ー
ド
マ

ン
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
こ

か
ら
。
後
述
す
る
よ
う
に
活
躍
の

場
を

『ク
ー
リ
ア
』
に
移
し
た
た

め
、　
一
人
〇
三
年
八
月
二
十
日
号

で
記
事
の
寄
稿
は
終
わ
り
、
ア
ー

ド
マ
ン
に
は
こ
こ
ま
で
し
か
収
録

さ
れ
て
お
ら
ず
、
詩
の
掲
載
も
同

じ
年
の
五
月
十
二
日
号
で
終
了
し

て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
突
然

一
八
〇
六
年
九
月
二
十
六
日
と

一
八
〇
七
年
二
月
二
十

一
日
に
、

二
人
の
政
治
家
小
ピ
ッ
ト
と
ジ

ェ

イ
ム
ズ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
」“８
ｏ一
「ｏＸ

を
比
較
し
て
前
者
を
評
価
す
る
姉

妹
詩
の
よ
う
な
も
の
を
掲
載
し
て

い
る
。
こ
れ
は
既
に

『
モ
ー
ニ
ン
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ス
ト
』
寄
稿
時
代
以
前
の
も
の
も
含
め
て
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
代
表
作
と
見
な
せ
る
十
二
の
詩
の
初
出

発
表
媒
体
を
、
推
定
さ
れ
て
い
る
執
筆
順
に
ま
と
め
た
以
下
の

一
覧
表
を
見
る
と
、
興
味
深
い
事
実

が
浮
か
ん
で
く
る
。　
一
覧
に
は
、
タ
イ
ト
ル
と
、
全
集
版
詩
集
の
編
者
Ｊ

。
Ｃ

・
Ｃ

・
メ
イ
ズ
〕・
０
・

０
・〓
”Ч∽
に
よ
る
執
筆

（改
訂
も
含
む
）
推
定
年
月
、
お
ょ
び
初
出
媒
体
と
そ
の
年
月
を
記
し
た
。

『
諸
国
民

の
運
命

』

Ｓ
ヽ
υ

こヽ
ミ

ヽ
≧
ミ
ヽヽ

「隠
遁

の
地
を
後
に
し
た

こ
と
に

つ
い
て
の
瞑
想
」

ガ
ｏ一
８
Ｌ
ｏ
●
●
３

〓
“く
〓
¨
ｒ
浄
計

コ
”８
ｏ
「
”
ｏＬ
澪
３
●１
．

「ア
イ
オ
ロ
ス
の
竪
琴
」

、日
】ｏ
同
ｏ
一●
●
工
ヽ
も
．

『宗
教
的
瞑
想
』

る
、ヽさ

ミヽ
、
一ミ

いヽ

詩
の
題
名

一
七
九
五
年
五
―
九
月
一

一
七
九
六
年
十
月
―
一
七
九
七
年

一
月
一
改
訂

一
八

一
五
年

一
七
九
六
年
二
―
四
月

一
七
九
五
年
八
―
十
月
と

一
七
九
六
年
二
月

七
九
四
年
十
二
月
二
十
四
日
―

七
九
六
年
二
月
二
十
八
日
¨

七
九
七
年

一
―
七
月

推
定
執
筆
年
月

『
シ
ビ
ラ
の
言
の
葉
』

らヽ
゛
゛
ミ
』
ミ
ヽ
（
一
八

一
七
年
七
月
）

『月
刊
雑
誌
』

Ｓ
ヽ
ミ
ゞヽ
ふ
・す
ミ
ヽ̈
ミ
ミ

（
一
七
九
六
年
十
月
号
）

『様
々
な
主
題
に
つ
い
て
の
詩
集
』

ざ
Ｓ
ヽ
ヽヽ

、
き
ミ
む
゛
Ｓヽ

（
一
七
九
六
年
四
月
）

『様
々
な
主
題
に
つ
い
て
の
詩
集
』

き

ドヽ

ｓヽ
Ｓ
き
ヽ
い
ミ
ヽヽ
ヽ
　
　
　
お

（
一
七
九
六
年
四
月
）

初
出
媒
体

（発
行
年
月
日
）

グ
・ポ
ス
ト
』
の
執
筆
陣
か
ら
離

れ
た
後
、
特
殊
事
情
に
よ
り
生
じ

た
寄
稿
と
判
断
し
て
主
要
執
筆
期

間
か
ら
外
し
て
考
え
た
。

＊
２ｏ

「夜
警
』
第
二
号

（
一
七
九
六

年
二
月
九
日
）
に
二
七
九
―
三
七
八

行
、
第

四
号

（
一
七
九
六
年
二
月

二
十
五
日
）
に
二
二
六
―
四
四
行
が

抄
録
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
の
初

出
は
こ
の
詩
集
。

＊
２１
　
最
初
の
草
稿
は

一
七
九
五

年

の
初
夏
か
ら
秋
に
書
か
れ
、

一
七
九
六
年

に
出
版
さ
れ
た

ロ
バ
ー
ト

・
サ
ウ
ジ
ー

”
ｏ
げｏ日

∽８
詳
ｏヽ
作

『叙
事
詩
ジ
ヤ
ン
ヌ
・

グ

ル

ク

』
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
さ
、
ヽ
゛
ヽ

Ｎ
（ミ

の
第
二
巻
と
し
て
四
五
〇

行
ほ
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

そ
の
寄
稿
分
の
続
編
を

一
五
〇
行

ほ
ど
書
い
た
。
友
人
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
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12 11 10

「小
夜
鳴
鶯
」

ゴ^
】ｏ
Ｚ
¨̈
〓
Ｌ
●
¨
Ｌ
ｏ
）

「忽
必
烈
汗
」

議
（
Ｃ
げ
一”
】（
ｒ
ｐ
●
．

『
ク
リ
ス
タ
ベ
ル
』

Ｑ
゛
ミ
ちミ
ヽ
ミ

「孤
独
の
中
の
不
安
」

「^
０
”
【
∽
一●

∽
ｏ
Ｆ
一
‘
」
ｏ
．

「
フ
ラ
ン
ス
頌
」

「^
「ｐ
●
０
０
¨
ゝ
』】
（
）
」
ｏ
．

「深
夜
の
霜
」

哺
８
ｏｌ
・
〓
こ
ュ
讐
」

『老
水
夫
の
歌
』

Ｓ
ヽ
お
溶ヽ
ヽ
Ｒ
ヾ
ヽ
Ｓヽ
」ヽミ

５゙ヽ

」ヽヽ
ミ

「
こ
の
菩
提
樹
の
木
陰
は
わ
が
牢

獄
」
『^
ざ

い
ヽ
ミ

‐
宰

ヽ
ヽ
き

ミ

ヽ
さ

ヽ

」ヽもヽ
ヽ

一
七
九
八
年
四
‐
五
月

一
七
九
七
年
九
―
十

一
月
一

一
七
九
八
年
五
月
一
一
七
九
九
年

十
月

一
七
九
八
年
二
―
四
月
¨

一
八
〇
〇
年
八
―
十
月

一
七
九
八
年
四
月

一
七
九
八
年
二
―
四
月

一
七
九
八
年

二
月

一
七
九
七
年
十

一
月
―
一
七
九
八

年
二
月
二
十
三
日

一
七
九
七
年
七
月

『抒
情
的
歌
謡
集
』

む
」ヽヽ
ミ
』ミ
き
、
（
一
七
九
八
年
九
月
）

八
つ
折
判
小
冊
子（
一
八

一
六
年
二
月
）

八
つ
折
判
小
冊
子（
一
人

一
六
年
五
＊

２６
月
）

一
七
九
八
年
に
　
　
　
　
　
ホ”

出
版
さ
れ
た
四
つ
折
判
小
冊
子

『
モ
ー
ニ
ン
グ

・
ポ
ス
ト
』
　

　

＊″

（
一
七
九
八
年
四
月
十
六
日
号
）

一
七
九
八
年
に
　
　
　
　
　
＊２３

出
版
さ
れ
た
四
つ
折
判
小
冊
子

『抒
情
的
歌
謡
集
』

む
ミ
ヽヽ
、ャ
き
諄

（
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
の
共
作
、

一
七
九
八
年
九
月
に
出
版
）
匿
名

で

『年
次
詞
華
集
」

ヽ
ヽ
も
ヽ
ミ
ゝ
ヽ
ふ
ｓ
ヽヽ
唾

＊

２２

（
一
八
〇
〇
年
）

ラ
ム
の
訂
計
∽
ｒ
ヨ
∝
の
批
判
を
受

け
て
そ
れ
以
上
書
く
気
を
な
く
し

た
も
の
の
、
再
び
自
信
を
取
り
戻

し
て
、
そ
の

一
五
〇
行
分
を
『
モ
ー

ニ
ン
グ

・
ポ
ス
ト
』

一
七
九
七
年

十
二
月
二
十
六
日
号
に
掲
載
し

た
。　
一
八

一
四
年
に
な

っ
て
こ
の

旧
作
に
関
心
を
示
し
、
新
し
い
タ

イ
ト
ル
を
つ
け
て
詩
集

『
シ
ビ
ラ

の
言
の
葉
』
に
収
録
し
た
。

＊
２２
　
こ
の
初
出
媒
体
は
＊
２１
に

も
名
前
が
挙
が
つ
た
友
人
で
、
義

理
の
弟
に
当
る
詩
人
ロ
バ
ー
ト

・

サ
ウ
ジ
ー
が
同
時
代
の
詩
を
集
め

て
、　
一
七
九
九
年
、　
一
八
〇
〇
年
の

二
度
に
渡

つ
て
出
し
た
詩
選
集
。

＊
”
　
以
下
の
８
、
９
と

一
緒
に
。

小
冊
子
の
発
行
月
は
不
詳
だ
が
、

こ
の
年
の
末
近
く
だ

っ
た
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。”
日
８
●
いい
を
参
照
。
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13

「失
意
の
オ
ー
ド
」

．∪
ｏ
〕Ｏ
ｎ
一ｏ
Ｐ

＞
口
〇
ヽ
０
．

一
八
〇
二
年
七
月

『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』

（
一
八
〇
二
年
十
月
四
日
号
）

『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

』
掲
載
詩
　
こ
の

一
覧
を
見
る
と

一
目
瞭
然
だ
が
、
代
表
作
の
初
出
媒
体

の
ほ
と
ん
ど
が

『
モ
ー

ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』
な
ど
の
定
期
刊
行
物
で
は
な
い
。
ア
ー
ド
マ
ン
の
集
め

た
記
事
に
詩
だ
け
の
寄
稿
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
全
詩
集
を
見
る
と
、
こ
の
時

期

『
モ
ー

ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』
に
か
な
り
の
数
の
詩
を
初
出
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
８
の
改
題
改

訂
版
、
９
の

一
部
が
再
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
も
数
え
る
と
、　
一
七
九
七
年
‐
４
、　
一
七
九
八
年

１
１２
、　
一
七
九
九
年
‐
”
、　
一
八
〇
〇
年
１
８
、　
一
八
〇

一
年
１
１３
、　
一
八
〇
二
年
１
３３
、　
一
八
〇
三
年

１
１
、　
一
八
〇
六
年
１
１
、　
一
八
〇
七
年
‐
１
、
合
計
で
９６
も
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。　
一
八
〇
三

年

『
ク
ー
リ
ア
』
に
移
籍
し
た
後
は
、
例
外
的
な
最
後
の
二
回
を
除
く
と
、
詩
の
寄
稿
も
な
く
な

っ

て
い
る
。
因
み
に
、
『
ク
ー
リ
ア
』
時
代
に
は
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
詩
作
活
動
自
体
が
大
幅
に
減
少

し
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
他
紙
や
自
分
の
詩
集
に
発
表
し
た
も
の
の
再
録
が

『
モ
ー

ニ
ン
グ

・
ポ

ス
ト
』
か
ら
移
籍
す
る
以
前
に

一
八
〇
〇
年
１
１
、　
一
八
〇

一
年
１
３
、　
一
八
〇
二
年
１
１
あ
る
ほ
か

は
、　
一
八
〇
四
年
１
１
、　
一
八
〇
六
年
‐
２
、　
一
八
〇
七
年
１
１
、　
一
八
〇
九
年
１
２
、　
一
八

一
一
年

１
５

（そ
の
う
ち
一
つ
は
他
紙
初
出
の
再
録
）、　
一
八

一
二
年
１
１

（他
紙
初
出
の
再
録
）、　
一
八

一
四
年
１
２
、

＊
Ｚ
　
初
出
時
の
タ
イ
ト
ル
は

「取
り
消
し
頌
」

”^
８
目
８
Ｌ
ｏ，

ｆゝ

Ｏ
ｔ
。
直
後
に
タ
イ
ト

ル
を
変

え
、
改
訂
を
加
え
て
７
、
９
と

一

緒
に
四
つ
折
判
小
冊
子
に
収
め
て

再
出
版
。
さ
ら
に
改
訂
し
て
『
モ
ー

ニ
ン
グ

・
ポ
ス
ト
』

一
人
〇
二
年

十
月
十
四
日
号
に
掲
載
。
前
掲
の

図
版
１
１
１
、
１
１
２
を
参
照
。

＊
２５
　
一
二
九
―
九
七
行
は
、
８

の
改
訂
版
と

一
緒
に

「
モ
ー
ニ
ン

グ

・
ポ
ス
ト
』
（
一
入
〇
二
年
十

月
十
四
日
号
）
に
掲
載
。

＊
２６
　
Ｈ
及
び
代
表
作
に
は
挙
げ

て
い
な
い
「眠
り
の
十古
し
み
」
．Ｈ
汀

″
諄

ｏ
「
∽】８
■
と

一
緒
に
出
版
。

＊
２７
　
ア
ー
ド
マ
ン
は
三
巻
目
の

巻
末
付
録
Ｄ
に
記
事
と
は
独
立
し

て

『
モ
ー

ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』
と

76



図版3 1814年 40代初めのコールリッジの肖像画
コールリッジは、1804年からマルタ島に滞在していた。その折

に訪れたローマで1806年に知り合ったアメリカ人画家ウォシ

ントン・オールストン聯魅hington Alston(1799-1843)に 、ブ

リストルで再会した1814年 に描いてもらった肖像画。図版 2

から15年ほど後、まだ 40歳をわずかに越えたばかりだが、こ

の間にワーズワスとの不和 (後に和解)、 家族を離れての放浪生

活など人生のどん底の時期を過ごしたため、随分と老け込み既

に髪の毛は真っ白になっている。1818年 まで続く『クーリア』

寄稿時代の後期に当たり、この詩人の肖像画のうちで最も有名

なもの。油彩の原画はロンドンの国立肖像画美術館所蔵。肖像画

についての情報はこの図版の出典ともなったコcy 53-60を参照。
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一
八

一
八
年
１
１
と
、
散
発
的
に
し
か
詩
を
寄
稿
し
て
い
な
い
。

『
モ
ー

ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』
に
よ

つ
て
世
に
出
た
詩
を
読
む
と
、　
一
七
九
七
年
か
ら

一
八
〇
〇
年
く

ら
い
ま
で
は
、
政
治
的
な
内
容
の
詩
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
途
中
、　
一
七
九
八
年
九
月
か
ら
翌
年
七

月
ま
で
の
ド
イ
ツ
滞
在
時
、
ホ
ー
ム

・
シ
ッ
ク
に
駆
ら
れ
て
書
い
た
二
編
の
詩

「イ
ギ
リ
ス
の
若
僧

の
軍
歌
」
Ｈ^
Ｆ

”
『〓
∽〓
∽
”〓
Ｆ
”〆
く
曽
‐∽
８
」
と

「
ハ
ル
ツ
の
森
に
あ
る

エ
ル
ビ
ン
グ

ロ
ー
デ
の
宿

帳
に
書
い
た
詩
行
」
ｒ^
Ｒ
∽̈
翅
〓
脅
ｌ
口
鮮
ｏ
と
Ｆ
日
Ｒ
口
σ
Ｆ
”ｏ「＆
ρ
〓
諄
ｏ
〓
営
●
♂
【ｏ∽ヽ
が
愛
国
的

な
思
い
を
吐
露
し
て
い
る
ほ
か
は
、
一
七
九
八
年

一
月
八
日
に
掲
載
し
た

「火
事
、飢
饉
、虐
殺
」
コ^
い

「“日
〓
♪
営
」
∽【営
写
０
）
で
激
烈
な
ピ
ッ
ト
内
閣
批
判
を
展
開
し
、　
一
七
九
九
年
に
至
っ
て
も
、
「昏

睡
者
と
狂
人
」
デ^
ｏ
ｒ
鮮
”Ｃ
●”
営
α
て
と
日
営
）
ほ
か
ほ
と
ん
ど
の
詩
は
ま
だ
反
体
制
的
姿
勢
で
、
自

由
の
大
義
を
歌
い
、
反
戦
を
唱
え
て
い
る
。　
一
八
〇
〇
年
で
さ
え
も
ま
だ
、
「タ
レ
ー
ラ
ン
か
ら
グ

レ
ン
ヴ
イ
ル
卿

へ
」
ｊ
Ｌ
ｏヽ
営
」
８
Ｆ
・社
の
「８
ユ
電

「推
定
上
の
息
子
に
つ
い
て
の
寸
鉄
詩
」
（口
Ｌ
雪
営
】

ｏ
口
”
∽モ
ヽ
ｏ
∽＆
∽ｏ
Ｌ
な
ど
に
は
小
ピ
ッ
ト
内
閣
を
椰
楡
す
る
反
政
府
的
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

さ
す
が
に

一
八
〇

一
年
に
な
る
と
、
十
二
月
四
日
に
掲
載
し
た

「静
け
さ
に
捧
げ
る
頌
歌
」

○^
●
ｌ
ｏ

ギ
営
ｆ
目
ｑ
）
で
自
分
の
激
動
の
青
春
時
代
を
振
り
返

っ
て
、
既
に
静
寂
の
中
に
生
き
る
決
意
を
し
た

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
急
進
派
の
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
た
こ
と
が
は
つ
き
り
分
か
る
。
そ
れ

以
後
も
詩
の
寄
稿
は
続
け
ら
れ
る
も
の
の
、
妻
な
ら
ぬ
女
性

へ
の
思
い
を
綴
る
恋
愛
詩
、
ド
イ
ツ
で

『
ク
ー
リ
ア
』
寄
稿
さ
れ
た
詩
の

タ
イ
ト
ル
と
掲
載
号
の

一
覧
を
載

せ
て
い
る
が
、
詩
そ
の
も
の
は
掲

載
し
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
無

署
名
、
変
名
な
ど
で
掲
載
さ
れ
た

詩
の
著
者
推
定
に
関
し
て
、
出

版
年
が
四
半
世
紀
近
く
新
し
い
メ

イ
ズ
の
全
集
版
詩
集
に
拠

っ
た
た

め
、
ア
ー
ド
マ
ン
と
は
異
な

っ
て

い
る
点
も
あ
る
。

＊
２８
　
落
ち
穂
拾
い
の
よ
う
な
最

後
の
二
回
の

『
モ
ー
ニ
ン
グ

・
ポ

ス
ト
』

へ
の
寄
稿
の
扱
い
に
つ
い

て
は
＊
２ｏ
参
照
。
メ
イ
ズ
は
こ
の

二
つ
を
同
じ
主
題
の

一
つ
の
詩

と
見
な
し
て
い
る
が
、
二
度
に
分

け
て
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
は
別
々
の
詩
と
し
て
扱
ら
て
い

る
。



採
集
し
た
詩
の
翻
案
な
ど
、
個
人
的
な
も
の
が
増
え
て
、
公
的
な
内
容
の
も
の
は
次
第
に
影
が
薄
く

な
る
傾
向
が
あ
る
。

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に
よ
る
詩
の
発
表
媒
体
の
分
別
　
先
に
代
表
作
と
し
て
挙
げ
た
作
品
の
う
ち
、
ジ
ヤ

ン
ヌ
。
ダ
ル
ク
が
見
る
神
秘
的
な
ヴ
イ
ジ

ヨ
ン
に
託
し
て
、
苦
悶
の
現
世
か
ら
革
命
に
よ

っ
て
自
由

平
等
の
未
来
を
予
兆
す
る
未
完
の
預
言
的
物
語
詩

『諸
国
民
の
運
命
』
の
三
分
の

一
ほ
ど
の
抄
録

を
除
く
と
、
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』
に
完
全
な
形
で
初
出
し
た
も
の
は
、
共
和
国
と
し
て
長
い
伝

統
を
も
つ
ス
イ
ス
ヘ
、　
一
七
九
八
年
二
月
に
侵
略
を
開
始
し
た
革
命
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
支
持
取
り

消
し
を
歌

っ
た
非
常
に
公
的
な
政
治
詩

「
フ
ラ
ン
ス
頌
」
と
、
自
分
の
詩
的
な
才
能
の
枯
渇
を
宣
言

す
る

「失
意
の
オ
ー
ド
」
の
二
つ
に
す
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
『老
水
夫
の
歌
』
の
よ
う
な
六
〇
〇

行
を
越
え
る
長
編
詩
は
新
聞
に
載
せ
た
く
て
も
載
せ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
物
理
的
な
事
情
が
あ

っ

た
に
せ
よ
、
執
筆
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
経
な
い
で
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
公
に
さ
れ
た
長
編
詩
は
、
初

期
の

『宗
教
的
瞑
想
』
を
除
く
と
こ
れ
だ
け
だ

っ
た
。
詩
人
自
身
が
未
完
成
と
考
え
、
心
理
的
な

理
由
か
ら
公
に
す
る
の
を
憚

っ
た
と
思
わ
れ
る
も
う

一
つ
の
長
篇
詩

『
ク
リ
ス
タ
ベ
ル
』
は
、
阿
片

を
飲
ん
で
眠
り
に
落
ち
た
夢
の
中
で
見
た
光
景
を
、
眠
り
か
ら
覚
め
た
後
に
そ
の
ま
ま
書
き
付
け
た

と
い
う
、
ほ
と
ん
ど
意
味
と
無
意
味
の
瀬
戸
際
に
立
つ
よ
う
な
短
篇
詩

「忽
必
烈
汗
」
と
と
も
に
、
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一
八

一
六
年
に
小
冊
子
に
収
め
ら
れ
る
ま
で
、
二
十
年
近
く
も
日
の
目
を
見
な
か
つ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

ヘ
の
記
事
が
、
と
も
す
れ
ば
書
き
捨
て
に
な

っ
て
短
命
で
あ
る
こ
と
を
早
く
か

ら
意
識
し
て
い
た

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
新
聞
と
い
う
速
報
性
を
第

一
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
相
応
し
い

作
品
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
区
別
し
て
発
表
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
政
治
的
な

急
進
性
を
失
わ
ず
、
新
聞
を
そ
の
窓
口
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
十
八
世
紀
の
間
は
、
政
治
的
な
主
張

を
旬
の
う
ち
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
伝
え
た
い
時
に
は
疇
躇
せ
ず
新
間
に
載
せ
、　
一
方
、
政

治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
希
薄
で
、
個
人
的
な
内
容
の
も
の
は
、
も

っ
と
永
続
性
の
あ
る
書
籍
形
態
の

詩
集
で
最
初
か
ら
発
表
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
発
表
媒
体
を
使
い
分
け
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
詩

の
内
容
に
よ
っ
て
相
応
し
い
発
表
媒
体
は
異
な
る
と
詩
人
が
考
え
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
上

記
７
、
８
、
９
を
収
め
た
四
つ
折
判
小
冊
子
が

一
九
八
九
年
に
復
刻
出
版
さ
れ
た
際
に
、
ジ

ヨ
ナ
サ

ン
・
ワ
ー
ズ
ワ
ス
〕ｏ
日
酔
営

く
ｏみ
く
ｏ
「計
が
つ
け
た
序
文
の
解
説
が
大
い
に
参
考
に
な
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
最
大
の
傑
作
が
含
ま
れ
る
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
の
共
作
詩
集

『抒
情
的
歌
謡
集
』

を
匿
名
で
出
版
し
た
の
は
、
急
進
的
革
命
支
持
派
と
し
て
悪
名
高
か
っ
た

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
名
を
出

す
こ
と
で

一
般
読
者
を
失
う
危
険
を
避
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
小
冊
子
で
は
、

収
め
ら
れ
た
三
作
品
の
う
ち
二
つ
が
あ
か
ら
さ
ま
に
政
治
的
な
内
容
で
あ
る
上
に
、
出
版
者
ジ

ョ
ゼ

フ
・
ジ

ヨ
ン
ソ
ン
ピ
８
『
〓
ピ
一Ｆ
ｏｏ
・
（
一
七
三
八
上

八
〇
九
）
も
名
う
て
の
急
進
派
、
読
者
も
当
然
革
命

8o



支
持
の
同
調
者
だ
け
を
予
定
し
て
い
た
の
で
匿
名
に
す
る
必
要
は
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
執
筆
か
ら
時
を
経
て
の
抄
録
と
は
い
え
、
政
治
的
な
ヴ
イ
ジ

ヨ
ン
を
高
ら
か

に
謳
う

『諸
国
民
の
運
命
』
や
、
政
治
性
が
強
く
、
自
分
の
フ
ラ
ン
ス
革
命

へ
の
心
変
わ
り
を
は
つ

き
り
打
ち
出
し
て
い
る

「
フ
ラ
ン
ス
頌
」
を

『
モ
ー
ニ
ン
グ
・ポ
ス
ト
』
に
ま
ず
載
せ
た
か

つ
た
気

持
ち
は
理
解
で
き
る
。
革
命
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
支
持
撤
回
を
訴
え
る
、
言
わ
ば
、
転
向
の
第

一
歩
を
記

す
重
要
な
作
品
だ
が
、
政
治
的
な
態
度
の
表
明
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、　
一
刻
も

早
く
今
後
の
自
分
の
進
路

へ
の
布
石
を
打

っ
た
方
が
よ
い
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
モ
ー

ニ

ン
グ
・ポ
ス
ト
』
に
寄
稿
を
始
め
る
以
前
に
別
の
雑
誌
に
掲
載
し
た

「瞑
想
」
も
、
新
婚
生
活
を
送

る
た
め
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
の
ひ
な
び
た
町
に
し
ば
ら
く
暮
ら
し
た
後
、
当
時

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に

と

っ
て
政
治
活
動
の
拠
点
だ

っ
た
ブ
リ
ス
ト
ル
に
戻
っ
て
、
人
類
の
幸
福
の
た
め
に
再
び
頑
張
る
と

い
う
公
的
な
宣
言
を
す
る
詩
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
、
活
動
家
と
し
て
の
自
分
の
復
活
を
同
志
た
ち

に
素
早
く
知
ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
書
籍
で
は
な
く
、
月
刊
雑
誌

へ
の
掲
載
を
選
ん
だ
と
理
解
で
き
る
。

「失
意
の
オ
ー
ド
」
の
『
モ
ー
ニ
ン
グ
。
ポ
ス
ト
』
掲
載
理
由
　
「失
意
の
オ
ー
ド
」
は
も

つ
と
私
的
な

内
容
で
あ
る
が
、
先
に
概
観
し
た
通
り
、
こ
の
詩
の
書
か
れ
る

一
八
〇
二
年
に
は
急
進
的
な
情
熱

は
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
か
ら
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
お
り
、
新
聞

へ
寄
稿
す
る
詩
自
体
か
ら
も
政
治
性
が
希

＊
２９
　
小
冊
子
復
刻
版
の
出
版
元

は

〇
嵐
ｏこ
甕̈
Ｎ８
針
８
６″
”
ｏ
ｏ
″
二
斤

文
に
ペ
ー
ジ
番
号
は
付
さ
れ
て
い

な
い
。
出
版
形
態

へ
の
コ
ー
ル

リ
ッ
ジ
の
鋭
敏
な
意
識
は
『夜
警
』

の
内
容
見
本
に
も
既
に
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
定
期
刊
行
物
は
読
み

捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
弱
点
だ
と
考

え
、
各
号
に
通
し
番
号
を
付
け
、

年
末
に
製
本
す
れ
ば
、
年
次
目
録

の
よ
う
に
利
用
で
き
る
の
を
購
読

者
獲
得
の

「売
り
物
」
に
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
゛
ヽ
悪
ヽ
ヨ
ヽヽ

い

を
参
照
。
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薄
に
な
り
、
代
わ
り
に
私
的
な
性
格
を
強
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
個
人
的
な
内
容
の
詩

で
あ

つ
て
も
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
公
的
な
媒
体
に
載
せ
る
際
に
は
細
心
の
予

防
措
置
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
、
詩
の
成
立
過
程
を
辿

つ
て
み
れ
ば
確
認
で
き
る
。
最
初
こ
の
詩
の

原
型
は
、
詩
人
が
思
い
を
寄
せ
て
い
た
妻
な
ら
ぬ
女
性
セ
ア
ラ

・
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
∽臓
”
工
●
８
〓
３
８

（
一
七
七
五
上

八
二
五
）
へ
の
書
簡
体
詩
で
、
自
分
の
不
幸
の
原
因
を
探
り
、
相
手
の
幸
せ
を
求
め
る

と
い
う
極
め
て
私
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
、
家
庭
の
不
幸
な
ど
あ
ま
り
に
個
人
的
な

要
素
を
大
幅
に
削
り
、
自
分
の
詩
的
才
能
の
衰
え
を
嘆
く
主
題
に

一
本
化
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
発

表
に
際
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
結
婚
す
る
ワ
ー
ズ
ヮ
ス
の
式
当
日
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
の
う
ま
く

い
か
な
く
な

っ
た
結
婚
の
七
周
年
と
も
重
な
る
劇
的
な
日
を
あ
え
て
選
ぶ
と
い
う
お
膳
立
て
を
し
て

掲
載
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
私
的
に
す
ぎ
る
二
〇
〇
行
の
削
除
だ
け
で
な
く
、
語
り
か
け
る
相
手
を

恋
す
る
婦
人
セ
ア
ラ
か
ら
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
い
う
男
性
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
は
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
新
聞
と
い
う
媒
体
の
公
的
な
性
格
を
ど
れ
ほ
ど
意
識
し
て
い
た
か
を
裏
づ
け
て
い
る
。

し
か
し
、
な
ぜ

「
フ
ラ
ン
ス
頌
」
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
改
訂
し
た
と
し
て
も
根
本
的
に

私
的
な
性
格
の
拭
い
去
れ
な
い
詩
を
、
新
聞
に
載
せ
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
コ
ー
ル
リ
ッ

ジ
は
こ
の
時
期
に
は
既
に
、
新
間
に
掲
載
し
て
多
く
の
同
調
者
に
す
ぐ
に
伝
え
た
い
と
い
う
政
治

的
な
内
容
の
詩
は
書
か
な
く
な

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
新
聞
、
あ
れ
は
詩
集
な
ど
と
分
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別
す
る
必
要
も
な
く
、
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
の
求
め
に
応
じ
て
私
的
な
内
容
の
も
の
も
寄
稿
し
て
い
た
と

い
う
事
情
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も

っ
と
明
る
い
内
容
の
恋
愛
詩
な
ら
と
も
か
く
、
詩
的
才
能

が
枯
渇
し
人
生
は
思
う
に
任
せ
な
い
と
い
う
否
定
的
な
内
容
を
公
に
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
友
人
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
結
婚
式
の
お
祝
い
と
し
て
も
相
応
し
く
は
な
い
。
一
つ
推
測
で
き
る
の
は
、

こ
の
時
点
で
も
う
詩
を
活
動
の
第

一
と
し
て
は
考
え
な
い
と
公
に
宣
言
す
る
こ
と
が
、
人
生
を
楽
に

す
る
と
い
う
思
い
が
あ

っ
た
可
能
性
で
あ
る
。　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
巧
み
な
弁
舌
に
よ
っ
て
多
く
の
人

を
惹
き
つ
け
、経
済
的
な
援
助
な
ど
を
引
き
出
す
天
才
だ

っ
た
。
あ
の
磁
器
で
有
名
な
ウ

ェ
ツ
ジ
ウ
ツ

ド
の
創
業
者
の
二
代
目
も
、
若
い
頃
の
急
進
的
な

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
弁
舌
に
惚
れ
て
、
相
当
額
の
年

金
を
提
供
し
て
い
る
ほ
ど
だ
。
そ
し
て
後
援
者
た
ち
に
向
か

っ
て
、
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
み
せ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
書
く
し
、
あ
れ
つ
い
て
も
書
く
と
期
待
さ
せ
て
、
し
か
し
、
結
局
い
つ
に
な

っ
て

も
書
け
ず
に
悩
む
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。
も
は
や
詩
の
面
で
そ
う
し
た
こ
と
を
期
待
す
る
の

は
や
め
て
く
れ
、
と
こ
れ
ま
で
の
支
持
者
に
示
し
て
理
解
し
て
も
ら
い
、
肩
の
荷
を
降
ろ
し
た
か
つ

た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
も
う

一
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
い
よ
い
よ
気
持
ち
の
離
れ
て
ゆ
く

妻
に
向
け
て
、
た
と
え
私
的
な
行
の
多
く
を
削

っ
て
も
家
庭
生
活

へ
の
不
満
の
隠
し
切
れ
な
い
詩
を

公
に
す
る
こ
と
で
、
「俺
は
も
う
こ
の
結
婚
生
活
に
は
う
ん
ざ
り
だ
」
と
宣
言
し
た
か

っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
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こ
の
詩
を
掲
載
し
て
か
ら

一
年
半
後
の

一
八
〇
四
年
四
月
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
保
険
を
か
け
て

自
分
が
帰

っ
て
こ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
も
い
い
よ
う
手
配
し
た
上
で
、
当
時
地
中
海
の
覇
権
を
相
争

う
フ
ラ
ン
ス
と
の
最
前
線
で
あ

っ
た

マ
ル
タ
島

へ
、
阿
片
中
毒
の
転
地
療
養
と
称
し
て
単
身
で
二
年

間
出
か
け
る
。
そ
れ
よ
り
二
年
前
、
こ
の
詩
を
書
い
た
時
点
で
明
確
に
意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

別
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
国
外
脱
出
の
前
触
れ
と
も
な

っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
も
、
自
分
の
周

囲
の
多
く
が
読
ん
で
い
た
こ
の
新
間
に
掲
載
す
る
こ
と
は
、
意
味
が
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

政
治
的
立
場
の
移
行
と
詩
作
活
動
　
詩
人
と
し
て
の
最
盛
期
の
代
表
作
の
発
表
媒
体
か
ら
、
何
が
考

察
で
き
る
か
を
論
じ
て
き
た
。
こ
の
時
期
の
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
公
的
な
政
治
的
発
言
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ー
ド
マ
ン
が
先
に
あ
げ
た
序
文
で
詳
細
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
あ
る
時
期
に
野
党
寄
り
だ

っ

た
と
思
う
と
、
次
に
は
政
府
寄
り
に
な

っ
た
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
力
に
敬
意
を
払
う
か
と
思
う
と
、

す
ぐ
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
否
定
し
た
り
と
い
う
よ
う
に
相
当
の
揺
れ
が
出
始
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に

揺
れ
動
く
自
分
の
心
を
見
据
え
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
そ
こ
か
ら
逃
避
し
て
瞑
想
、
あ
る
い
は

超
自
然
の
世
界
に
入
っ
て
い
く
た
め
に
、
私
的
な
会
話
体
の
詩
、
あ
る
い
は
現
実
生
活
を
脱
却
し
た

超
自
然
の
物
語
詩
を
書
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

＊
”
　
マ
ル
タ
出
発
の

一
年
近
く

前
の

一
八
〇
三
年
二
月
に
は
、
す

で
に
、
保
険
に
加
入
し
、
そ
の
受

取
人
は
妻
、
妻
の
死
後
は
娘
と
い

う
よ
う
な
段
取
り
を
友
人
宛
書
簡

で
述
べ
て
い
る

（卜ヽ
ヽ
ユ
Ｒ
い）。
ま

た
出
航
直
前
の

一
入
〇
四
年
二
月

に
は
、
年
に

一
〇
〇
ポ
ン
ド
の
銀

行
預
金
引
き
出
し
権
を
確
保
し
た

か
ら
金
の
心
配
は
し
な
く
て
よ
い

と
伝
え
る
手
紙
を
妻
に
出
し
て
い

る

（や
３ヽ
〓
一３
）。
工
ｏ〓
，

い
き

が
ヽヽ
さ
い
い∞‐ビ

も
参
照
。
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し
か
し
、
現
実
か
ら
の
逃
避
願
望
が
色
濃
く
出
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
純

粋
に
文
学
的
な
観
点
か
ら
の
み
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
の
時
期
の
会
話
体
瞑
想
詩
や
超
自
然
詩
が
、
も

う

一
方
で
続
け
ら
れ
て
い
た
公
的
な
作
家
と
し
て
の
コ
ー
ル
タ

ッ
ジ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
を
考

慮
に
入
れ
る
と
、
き
な
臭
さ
を
帯
び
て
く
る
。

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
に
注
目
す

る
場
合
、
ア
ー
ド
マ
ン
の
よ
う
に
何
ら
か
の
形
で
政
治
的
に
強
い
思
い
入
れ
が
あ
る
人
は
、
詩
の
解

釈
の
領
域
に
は
深
く
踏
み
込
ま
ず
、
記
事
を
政
治
思
想
家
と
し
て
の
意
思
表
明
と
し
て
の
み
考
え
よ

う
と
す
る
。
反
対
に
、
詩
を
中
心
に
読
む
人
は
、
ど
う
し
て
も
そ
う
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

の
公
的
な
活
動
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
、
特
に
な
く
て
も
困
ら
な
い
背
景
の
よ
う
に
見
落
と
し
が
ち

だ
と
い
う
傾
向
が
、
と
り
わ
け
日
本
で
は
続
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
と
い
う

作
家
の
全
体
像
を
、
今
ま
で
よ
り
も
立
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
側

面
を

一
層
緊
密
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

会
話
体
詩
の
静
認
さ
の
再
検
討
　
幼
い
わ
が
子
が
傍
ら
で
眠
る
中
、
深
夜
に

一
人
瞑
想
に
入
り
、
自

分
の
幼
年
時
代
を
思
い
出
し
、
そ
れ
を
わ
が
子
に
会
話
と
し
て
語
り
か
け
る
と
い
う
、
会
話
体
詩

０
８
Ａ
目
●．０
●
夕
０日
∽
と
い
ぅ
ジ
ヤ
ン
ル
の
代
表
作

「深
夜
の
霜
」
は
、
私
的
な
作
品
の
極
致
で
あ
り
、

政
治
性
は
欠
落
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
回
帰
的
構
造
の
芸
術
的
な
ま
で
の
完

8,  新聞―『モーニング・ポスト」とサミュエル・テイラー・コールリッジ



璧
さ
が
称
讃
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
期

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
フ
ラ
ン
ス
の
変
化
を
め
ぐ

っ
て
、
自
ら
の
態
度
に
つ
い
て

も
思
い
悩
み
、
ア
ー
ド
マ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
政
治
的
に
揺
れ
な
が
ら
新
問
記
事
を
書
い
て
い
た

と
い
う
状
況
を
考
え
る
と
、
深
夜

一
人
物
思
い
に
耽
る
語
り
手
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
脳
裏
に
そ
う
し
た

時
事
的
な
問
題
が
過
ぎ

つ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
も
そ
も
深
夜
に

一
人
眠
れ
ず
、
あ
れ
こ

れ
思
い
を
馳
せ
て
い
る
そ
の
原
因
に
、
世
情
の
混
乱
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
て
く
る
。

そ
し
て
、
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
た
め
に
早
く
大
都
会

ロ
ン
ド
ン
の
寄
宿
学
校

へ
送
ら
れ
た
孤
独

な
少
年
時
代
を
嘆
い
て
、
隣
で
眠
る
わ
が
子
は
自
然
の
中
で
成
長
さ
せ
た
い
と
願

っ
て
終
わ
る
。
こ

こ
に
は
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
人
生

へ
の
悔
い
が
色
濃
く
表
わ
れ
て
い
る
。
自
分
は
ロ
ン
ド
ン
に
育
ち
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

ヘ
進
み
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
め
ぐ
る
騒
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
も

っ
と

安
全
な
場
所
で
生
き
れ
ば
よ
か

っ
た
と
い
う
願
望
を
、
政
治
的
転
向
を
公
に
し
て
い
な
い
こ
の
時
点

で
大

っ
ぴ
ら
に
口
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
わ
が
子
に
託
し
て
語
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
よ

う
に
思
え
る
。

あ
る
い
は
、
も
っ
と
端
的
に
、
極
寒
の
二
月
に
霜
が
降
り
る
中
で
、
話
し
相
手
も
な
く
、　
一
人
物

思
い
に
耽
る
状
況
そ
の
も
の
が
、
急
進
派
と
し
て
の
烙
印
を
押
さ
れ
て
生
き
る
苦
し
さ
を
象
徴
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
詩
が
執
筆
さ
れ
た
の
と
同
時
期
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
ス
イ
ス
ヘ
侵
攻
し
、
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さ
ら
に
は
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
ヘ
も
侵
攻
す
る
と
の
噂
が
飛
び
交

っ
た
た
め
、
ピ
ッ
ト
内
閣
は
、
国

内
の
革
命
支
持
勢
力
が
そ
れ
に
呼
応
し
て
反
乱
が
起
こ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
反
体
制
派

へ
の
弾
圧
を

い
よ
い
よ
強
め
つ
つ
あ

つ
た
。
名
う
て
の
急
進
派
詩
人
に
と

つ
て
は
ま
さ
に
冬
の
時
代
で
あ

っ
た
。

政
治
性
が
希
薄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
の
作
品
が
、
「孤
独
の
中
の
不
安
」
と
い
う
フ
ラ

ン
ス
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
侵
攻

へ
の
怯
え
を
描
い
た
詩
と
、
既
に
上
げ
た

「
フ
ラ
ン
ス
頌
」
と

一
緒
に

小
冊
子
の
形
で
出
版
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
こ
の
詩
を
政
治
性
と
切
り
離
し
て

考
え
て
い
な
か
っ
た
間
接
的
な
証
拠
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

超
自
然
詩
の
現
実
性
　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
代
表
作

『老
水
夫
の
歌
』
の
主
人
公
の
水
夫
は
、
阿
呆
鳥

を
何
の
理
由
も
な
く
射
殺
し
た
た
め
に
、
そ
の
後
の
航
海
で
苦
難
に
遭
い
、
鳥
の
殺
害
者
で
あ
る
自

分
を
除
く
全
乗
組
員
が
死
に
絶
え
る
が
、
そ
の
後
、
汚
ら
わ
し
い
は
ず
の
海
蛇
を
美
し
い
と
讃
美
し

た
こ
と
か
ら
呪
い
が
解
け
て
、　
一
人
故
郷
に
帰

っ
た
も
の
の
、
日
常
世
界
に
復
帰
す
る
こ
と
は
出
来

ず
、
そ
の
恐
怖
の
物
語
を
語
る
た
め
に
、
世
界
を
夜
の
よ
う
に
放
浪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

作
品
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
超
越
的
な
見
地
か
ら
、
宗
教
的
、
神
話
的
、
あ
る
い
は
文
化
人
類
学
的

な
解
釈
が
な
さ
れ
、
例
え
ば
、
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
原
罪
と
そ
の
償
い
の
物
語
だ
と
い
う
よ
う

な
見
方
が
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
政
治
的
な
読
み
方
が
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
早
く
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も

一
九
六
〇
年
代
に
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
エ
ン
プ
ソ
ン
く
Ｌ
ピ
ヨ
”
日
ヽ
∽０
日
が
驚
く
べ
き
明
察
を
も

っ
て
、

こ
の
詩
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
地
理
上
の
発
見
と
勢
力
拡
大
の
過
程
を
象
徴
的
に
描
い
た
も
の
だ
と

指
摘
し
て
衝
撃
を
与
え
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
受
け
継
い
で
、
さ
ら
に
対
象
を
特
定
し
て
老
水
夫
の
乗

り
組
ん
だ
船
は
奴
隷
貿
易
船
だ

っ
た
と
主
張
し
た
Ｊ

。
Ｒ

・
エ
バ
ツ
ト
ソ
ン
〕・
”
，
日
Ｆ
ヨ
ｏ
●
の
よ
う

な
批
評
家
も
い
た
。
ほ
か
に
も
こ
の
詩
と
奴
隷
貿
易
と
の
関
わ
り
を
述
べ
た
論
文
は
あ
る
。
確
か
に

こ
の
時
期
の
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
熱
心
な
奴
隷
貿
易
反
対
論
者
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
詩
に
投
影
さ
れ

て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
奴
隷
貿
易
反
対
運
動
以
上
に
、
こ
の
詩
と
つ
な
げ
て
考
え
る
べ
き
政
治
状
況
は
、
や
は

リ
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
あ
る
。　
一
七
九
八
年
二
月
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
詩
を
書
い
て
い
る
時
期
に
、
フ
ラ

ン
ス
に
よ
る
ス
イ
ス
侵
攻
が
起
こ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
革
命
支
持
者
た
ち
を
動
揺
さ
せ
た
こ
と
は
既
に

述
べ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
革
命

へ
の
懐
疑
が
芽
生
え
、
既
に
今
後
の
政
治
的
転
向
を
詩
人
が
見
据
え

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
熱
烈
に
支
持
し
た
こ
と
が
、
鳥
を
殺
す
行

為
に
喩
え
ら
れ
、
そ
れ
以
後
は
強
ま
る
政
府
の
弾
圧
下
で
苦
し
さ
を
増
し
て
い
く
革
命
支
持
に
つ
い

て
の
寓
話
に
な

っ
て
い
る
と
読
ん
で
も
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
パ
ト
リ
ッ

ク

・
Ｊ

。
キ
ー
ン
Ｓ
■
キ
〕・
＾
ｏ営
ｏ
が
試
み
て
い
る
よ
う
に
政
治
的
寓
話
と
し
て
物
語
全
体
を

一
貫

さ
せ
よ
う
と
す
る
と
無
理
が
生
じ
る
が
、
革
命
派
と
し
て
生
き
る
苦
し
み
が
折
々
の
表
現
に
垣
間
見

＊
３１
　

マ
ル

コ
ム

・
ウ

ェ
ア

〓
Ｌ
８
一曰
く
一賞
０
は
、
非
常
に
早
い

時
期
に
短
い
論
文
な
が
ら
、
こ
の

詩
の
途
中
で
姿
を
見
せ
る
幽
霊

船
が
奴
隷
貿
易
船
で
あ
る
と
示

唆
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
ク

リ
ス
・
ル
ベ
ン
ス
テ
イ
ン
の
〓
∽̈

”
許
３
・ユ
・
は
、
主
人
公
で
あ
る

水
夫
自
身
が
過
去
に
奴
隷
貿
易
船

に
乗
り
組
ん
だ
経
験
が
あ
り
、
そ

れ
に
対
し
て
罪
悪
感
を
懐
い
て

い
る
と
す
る
。
ピ
ー
タ
ー

・
キ
ツ

ト
ソ
ン
″
１

＾
●
ｏ
●
は
、
正
編
、

続
編
と
も
言
う
べ
き
二
つ
の
論
文

で
、
水
夫
が
阿
果
鳥
を
撃
ち
殺
し

た
罪
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
押
し

潰
そ
う
と
し
、
十
八
世
紀
を
通
じ

て
奴
隷
貿
易
を
推
進
し
続
け
た
イ

ギ
リ
ス
の
二
つ
の
集
団
的
な
罪
を

象
徴
し
、
水
夫
の
乗
り
組
ん
だ
船

は
、
ピ
ッ
ト
の
抑
圧
的
で
、
非
人

道
的
な
イ
ギ
リ
ス
全
体
を
指
す
と



ら
れ
る
。　
一
番
悪
い
こ
と
を
し
た
犯
人
だ
け
が
生
き
残
り
、
生
き
残
る
こ
と
は
苦
痛
だ
と
し
て
も
、

周
り
は
皆
死
に
、
死
に
際
に
激
し
い
恨
み
の
目
を
向
け
た
と
い
う
の
は
、
牧
師
の
家
に
生
ま
れ
な
が

ら
急
進
的
政
治
活
動
に
走

っ
た
こ
と
に
対
し
て
親
類
縁
者
を
含
む
保
守
層
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
た
自
眼

視
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
や
が
て
政
治
的
に
転
向
し
た
裏
切
り
者
に
対
し
て

向
け
ら
れ
る
、
か
つ
て
の
同
志
か
ら
の
冷
た
い
眼
差
し
を
予
兆
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
あ
る

い
は
、
そ
う
し
た
光
景
を
阿
片
の
夢
の
中
で
す
で
に
見
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ト

ム
ソ
ン
は
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
場
合
陸
地
に
戻

っ
て
か
ら
の
、
つ
ま
り
転
向
し
て
か
ら
の
償
い
が
足

り
な
い
、
い
や
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
批
判
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
老
水
夫
の
精
神
状
態
を
そ
の
後
の

人
生
で
も
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
引
き
ず

っ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
故
郷

へ
辿
り
着

き
な
が
ら
も
結
局

「夜
の
如
く
地
か
ら
地

へ
と
過
り
」
Ｈ^
零
一∽Ｌ
岸
ｏ
口
．写
ｎ・
い
ｏ
日
【営
」
８
Ｆ
乱
ズ
『老
水

夫
の
歌
』
一
八
三
四
年
版
、
五
八
六
行
）、
罪
の
物
語
を
誰
か
に
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
老
水
夫
に

な
ぞ
ら
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
意
識
下
に
お
い
て
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
転
向

へ
の
罪
悪
感
か
ら

一
生

免
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詩
人
と
し
て
は
詩
に
託
さ
れ
た
象
徴
的
償
い
で
許
さ

れ
て
も
、
政
治
思
想
家
と
し
て
は
別
問
題
で
、
そ
れ
を
意
識
化
し
て
、
ト
ム
ソ
ン
の
言
う
よ
う
な
浄

化
の
過
程
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
批
判
は
あ
る
と
し
て
も
。

考
え
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
余
り

に
も
水
夫
個
人
の
肩
に
背
負
わ
さ

れ
た
罪
が
大
き
す
ぎ
て
、
捉
え
ど

こ
ろ
が
な
く
な
り
、
細
部
の
指
摘

に
示
唆
的
な
も
の
は
あ

っ
て
も
、

全
体
と
し
て
詩
の
中
の
重
要
な
出

来
事
が
何
を
表
わ
し
て
い
る
の
か

整
理
が
つ
か
な
く
な

っ
て
い
る
。

＊
３２
　
キ
ー
ン
が
提
案
す
る
政
治

的
寓
話
と
し
て
の
読
み
の
う
ち
、

海
蛇
の
讃
美
が
、
そ
れ
ま
で
革
命

派
だ

っ
た
の
を
悔
い
て
、
反
革
命

派
の
筆
頭
小
ピ
ッ
ト

ヘ
の
憎
悪
を

打
ち
捨
て
て
、
体
制
側
に
寝
返
る

こ
と
だ
と
し
て
い
る
点
は
瞳
目
に

値
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
詩
の

中
の
出
来
事
を
現
実
政
治
に

一
対

一
対
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
ど

こ
か
滑
稽
な
感
じ
が
付
き
ま
と
う

こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
少
な

く
と
も
こ
の
詩
を
執
筆
し
て
い
る
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正
典
化
以
前
の
執
筆
状
況
の
再
構
築
　
こ
の
よ
う
に
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
詩
人
と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
の
活
動
を
同
時
に
行
な

つ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
だ
け
で
、
随
分
印
象
が
変

わ

っ
て
く
る
。
現
在
、
漸
く
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
全
集
と
ノ
ー
ト
ブ

ッ
ク
全
集
の
完
結
、
あ
る
い
は
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
手
書
き
草
稿
の
マ
イ
ク
ロ
。
フ
イ
ッ
シ
ュ
に

よ
る
刊
行
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
書
物
の
形
に
な

っ
て
い
な
か
っ
た

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
筆
記
物

へ
の
接

近
が
可
能
に
な

っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
る
種
の
振
り
分
け
の
後
に
出
来
上
が

っ
た
既
存
の
詩
人

像
に
対
し
て
何
の
疑
問
も
懐
か
ず
に
、
ご
く
限
ら
れ
た
数
の
優
れ
た
詩
、
代
表
的
な
批
評
散
文
に
よ
っ

て
、　
コ
ー
ル
リ
ツ
ジ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の
危
険
性
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

取
る
に
足
ら
な
い
と
し
て
、
評
価
の
歴
史
的
な
過
程
の
中
で
排
除
さ
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
を
、
も
う

一
度
執
筆
を
取
り
巻
い
て
い
た
状
況
と
し
て
立
ち
上
ら
せ
て
、
多
様
な
作
家
活
動
の
総
体
を
捉
え
直

し
て
み
る
と
、
芸
術
至
上
主
義
を
奉
ず
る

一
面
的
な
読
み
を
突
き
崩
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
間

違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

文
学
史
と
し
て
整
理
さ
れ
て
し
ま
う
前
の
雑
然
と
し
た
状
況
を
再
構
築
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
わ
れ

わ
れ
研
究
者
の

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
手
で
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
今
回
は
、
漸
く
出
揃

っ
た
、
飾

に
か
け
ら
れ
る
前
の
資
料
を
用
い
て
、
十
分
な
肉
付
け
を
行
な

っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
研
究
の
緒
に
就
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
状
況
と
文
学
作
品
を
思
い
つ
き
に
ま
か
せ

時
点
で
は
、
ピ
ッ
ト
内
閣

へ
の
寝

返
り
は
起
こ
っ
て
い
な
い
と
い
う

反
論
も
予
想
さ
れ
る
。
本
稿
（七
八

，
七
九
）
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、　
一
七
九
八
年

の
ス
イ
ス
侵
攻
に
よ
り
革
命
フ
ラ

ン
ス
ヘ
の
幻
滅
を
味
わ
い
な
が
ら

も
、　
一
八
〇
〇
年
ま
で
は

『
モ
ー

ニ
ン
グ

・
ポ
ス
ト
』
紙
上
で
ピ
ツ

ト
に
批
判
的
な
態
度
を
示
し
続

け
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
孤

立
、
苦
悶
、
沈
黙
、
帰
還
と
そ
の

後
の
世
界
放
浪
な
ど
、
も
っ
と
抽

象
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
、
当
時

コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
が
置
か
れ
て
い
た
革
命

派
と
し
て
の
苦
し
い
境
遇
が
そ
れ

と
な
く
宿

っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う

に
、
余
り
特
定
的
に
で
は
な
く
も

う
少
し
間
接
的
に
政
治
性
と
の
関

係
を
漠
然
と
捉
え
る
方
が
効
果
的

だ
と
思
わ
れ
る
。
バ
ｏ営
ｏ
い
る
，へ
∞

を
参
照
。
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て
結
び
つ
け
、
政
治
性
の
不
在
こ
そ
が
政
治
性
の
存
在
を
証
拠
立
て
る
と
し
て
、
政
治
を
詩
の
中
か

ら
抹
殺
し
た

ロ
マ
ン
主
義
詩
人
た
ち
の
弱
み
を
、
仲
間
内
で
し
か
通
じ
な
い
難
解
な
言
葉
で
暴
き
た

て
よ
う
と
す
る
新
歴
史
主
義
批
評
Ｚ
０１
〓
，
０
「〓
∽日
的
な
虚
妄
に
陥
る
こ
と
な
く
、
文
学
作
品
に
対

し
て
歴
史
が
与
え
る
深
甚
な
る
影
響
を
理
解
す
る
た
め
に
、
当
時
の
社
会
で
大
き
く
発
展
し
な
が
ら

も
、
媒
介
と
し
て
短
命
で
あ
る
と
い
う
宿
命
を
背
負

つ
て
い
た
た
め
に
評
価
さ
れ
ず
に
こ
れ
ま
で
消

さ
れ
て
い
た
定
期
刊
行
物
と
い
う
分
野
の
考
察
を
続
け
て
い
け
ば
、
最
近
た
だ
で
さ
え
地
位
が
危
う

く
な

っ
て
い
る
文
学
研
究
を
、
そ
の
陥
り
や
す
い
一
面
性
と
非
現
実
性
か
ら
多
少
な
り
と
も
救
い
出

し
て
、
復
権

へ
と
方
向
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
信
ず
る
。

残
さ
れ
た
課
題
―
―
反
大
衆
化
、
「文
学
」
の
変
容
、
新
聞
の
全
体
性
　
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

し
て
、
デ
イ
ア
ド
ラ

・
コ
ー
ル
マ
ン
∪
ｏこ
『ｏ
Ｏ
ｏ」０日
営

が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

自
身
が
読
者
に
対
し
て
懐
い
て
い
た
同
志
と
し
て
の
過
剰
な
期
待
が
、
結
局
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活

動
と
の
畑
嬬
を
来
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
結
局
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は

大
衆
を
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
衆
を
導
く
力
の
あ
る
牧
師
階
級
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
る
こ

と
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
こ
れ
は
大
衆
化
し
て
い
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
中
に
あ

つ
て
は
、

反
主
流
的
な
態
度
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
完
全
な
成

＊
”
　
の
ｏ一ｏ日
営

【い
０
を
参
照
。
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功
を
妨
げ
る
原
因
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
る
。

次
に
、
ポ
ー
ル
・
キ
ー
ン
コ
Ｌ
バ
８
日
が
論
じ
た

「文
学
」
と
い
う
概
念
の
変
容
の
問
題
を
、　
コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
と
詩
作
活
動
の
関
係
に
、
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
今
で
も
Ｆ
８
１
２
８
に
は

「文
献
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
よ
う
に
、
十
八

世
紀
末
の
あ
る
時
期
ま
で
、
文
学
と
は
日
本
で
言
う
純
文
学
的
な
書
き
物
だ
け
で
は
な
く
、
も

っ
と

幅
広
く
、
哲
学
そ
の
他
の
書
き
物
も
す
べ
て
文
学
と
し
て
包
括
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
に
、
文
学
と
い
え
ば
審
美
的
な
、
現
実
性
か
ら
離
れ
た
書
き
物
だ
け
を
指
す
よ

う
に
な

っ
た
と
い
う
転
換
を
キ
ー
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
中
に
も
、
そ
の
よ
う
な

転
換
に
沿

っ
た
態
度
の
変
化
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
よ
く
書
け
た
と
自
負
し
て
い
る
個
人
的
な
主
題

の
作
品
を
、
単
行
本
な
ど
の
雑
誌
や
新
聞
に
比
べ
れ
ば
短
命
で
な
い
媒
体
に
発
表
し
よ
う
と
し
た
態

度
を
促
し
た
動
き
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、

マ
ー
ク

・
パ
ー
カ
ー
て
，井
Ｐ
井
ｎ
は
、
寄
稿
者
た
る
作
家
と
、
寄
稿
し
た
新
聞
や
雑

誌
媒
体
全
体
の
記
事
と
の
相
互
作
用
、
編
集
者
の
意
図
と
寄
稿
者
の
対
立
を
考
え
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
と
の
関
わ
り
を
立
体
的
に
構
築
す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
の
作
業
は
、
振
り
返

っ
て
み

る
と
、
既
に
紹
介
し
た
ア
ー
ド
マ
ン
が
か
な
り
の
程
度
行
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
さ
ら
に
、
詩
作
活

動
と
の
関
わ
り
に
特
段
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
こ
れ
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

＊
ン
　
パ
ｏ８

〓

い
い
を
参
照
。

＊
”
　
智
井
ｏユ
‐も

を
参
照
。
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た
だ
、
そ
の
た
め
に
は
、
ア
ー
ド

マ
ン
の
集
め
た

『
モ
ー

ニ
ン
グ

・
ポ

ス
ト
』
や

『
ク
ー
リ
ア
』
に

載

っ
た

コ
ー
ル
リ
ツ
ジ
に
よ
る
記
事
だ
け
で
は
足
り
ず
、
そ
れ
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞
全
体
を
読
む

（こ

れ
は
現
時
点
で
は
基
本
的
に
イ
ギ
リ
ス
に
行
か
な
け
れ
ば
閲
読
で
き
な
い
上
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
必
ず
し
も
す
べ
て
の

号
が
容
易
に
読
め
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
）
と
い
う
、
途
方
も
な
い
労
苦
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
正
典
と
し
て
残

っ
た
最
上
の
詩
だ
け
を
読
ん
で
事
足
れ
り
と
す
る
、
ど
こ
か
偏

っ

た
文
学
研
究
か
ら
、
出
版
当
時
の
資
料
に
当
た

っ
て
、
飾
に
か
け
ら
れ
正
典
化
さ
れ
て
し
ま
う
前
の

混
沌
と
し
た
、　
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
作
家
活
動
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
、
人
文
資
料
学
の
構
築
に

向
け
て
何
ら
か
の
寄
与
し
う
る
と
す
れ
ば
、
報
わ
れ
な
い
労
苦
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

保
守
反
動
的
な
『
ク
ー
リ
ア
』
へ
の
寄
稿
　
最
後
に
、
ア
ー
ド
マ
ン
の
記
事
集
の
後
半
を
構
成
し
て

い
な
が
ら
、
本
稿
で
は
詳
し
く
触
れ
ら
れ
な
か

っ
た

『
ク
ー
リ
ア
』
（図
版
４
参
照
）
に
つ
い
て
少
し

述
べ
て
お
く
。

一
八
〇
三
年
に
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
記
者
と
し
て
の
才
能
を
高
く
買
っ
て
原
稿
を
依
頼
し
て
い
た

ス
チ

ュ
ア
ー
ト
が
日
刊
紙

『
モ
ー
ニ
ン
グ

・
ポ
ス
ト
』
を
売
り
、
夕
刊
紙

『
ク
ー
リ
ア
』
を
買
収
し

た
の
に
伴

っ
て
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
も
主
な
発
表
の
媒
体
を
こ
ち
ら
に
移
し
、　
一
八

一
八
年
ま
で
寄
稿

を
続
け
る
。
こ
の
時
代
は
、
す
で
に
代
表
作
を
書
き
終
え
て
詩
人
と
し
て
の
筆
を
折
り
、
政
治
的
に
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図
版

４
‐
１

『ク
ー
リ
ア
』

一
八

一
八
年
二
月
二
十

一
日
号

（
一
面
）

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
所
蔵
の
資
料
よ
り
引
用
掲
載

『
ク
ー
リ
ア
』
も

『
モ
ー
ニ
ン
グ

・
ポ
ス
ト
』
と
同
じ
く
四
ペ
ー
ジ
構
成
だ
つ
た
が
、
こ
こ
に
は
そ
の
う
ち

一
面

と
二
面
を
収
録
し
た
。
タ
イ
ト
ル
の
下
に
、
こ
の
新
間
が
日
刊
の

『
モ
ー
ニ
ン
グ

・
ポ
ス
ト
」
と
違
っ
て
夕
刊
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
値
段
が
七
ペ
ン
ス
に
上
が
っ
て
い
る
の
は
、
印
紙
税
が
四
ペ
ン
ス
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
せ
い
で
あ
る
。
印
は
タ
イ
ト
ル
の
右
上
に
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
「
０日
と
ぃ
ぅ
文
字
は
上
書
き
に
隠
さ
れ
て
い

て
半
分
し
か
見
え
な
い
。
値
段
表
示
は
内
訳
を
示
し
て
お
ら
ず
、
政
府
の
印
紙
税
取
立
て
へ
の
毒
は
消
え
て
い
る
。

一
面
は
す
べ
て
広
告
で
二
面
の
一
コ
ラ
ム
ロ
の
半
ば
手
前
ま
で
続
く
。
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図
版

４
１
２

『
ク
ー
リ
ア
』

一
八

一
八
年
三
月
三
十

一
日
号

（二
面
）

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
所
蔵
の
資
料
よ
り
引
用
掲
載

二
面

一
コ
ラ
ム
ロ
半
ば
ま
で
の
広
告
に
続
い
て
、
編
集
者

へ
の
呼
び
か
け
で
始
ま
る
書
簡
体
の
記
事
は
ニ
コ
ラ
ム

目
の
途
中
口
”８
と
い
う
署
名
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
書
い
た
の
は
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
で
あ
る
。
こ
れ

が

『ク
ー
リ
ア
』
へ
の
最
後
の
寄
稿
と
な
り
、　
一
七
九
七
年
以
来
続
い
た
ダ
ニ
エ
ル
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
と
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
上
の
長
い
付
き
合
い
も
こ
れ
で
終
わ
る
。
最
終
寄
稿
記
事
は
、
木
綿
工
場
で
悲
惨
な
労
働
を
強
い
ら
れ

る
子
供
の
救
済
法
案
の
通
過
を
訴
え
る
内
容
で
、
い
ｓｅ
ｓ
ヽヽ
ミ
一ヽ
「
ミ
二ヽ
Ｒ
∞
Ｔ
∞い
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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転
向
を
果
た
す
時
期
に
当
た
る
。
運
悪
く
、
こ
の
新
聞
に
は
既
に
ト
マ
ス
。
ジ

ョ
ー
ジ

・
ス
ト
リ
ー

ト
ゴ
ｏ
目
∽
０
８
“
ｏ
∽
Ｒ
３

と
い
う
実
権
を
握
る
編
集
者
が
い
て
、
『
モ
ー

ニ
ン
グ

・
ポ
ス
ト
』
時
代

の
よ
う
に
自
分
で
社
説
ま
で
書
く
と
い
う
よ
う
な
自
由
は
利
か
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
編
集
者

は
政
府
か
ら
金
を
貰

っ
て
提
灯
記
事
を
書
く
こ
と
を
生
き
る
糧
と
し
て
お
り
、
転
向
し
て
保
守
化
し

て
ゆ
く
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
で
さ
え
、
と
て
も
つ
い
て
い
け
な
い
節
操
の
な
い
男
だ

っ
た
。
営
業
面
の
権

力
者
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
と
の
板
挟
み
に
な

っ
て
、
執
筆
活
動
が
思
う
に
任
せ
な
か
つ
た
は
ず
だ
が
、
最

初
に
引
用
し
た
ド

・
ク
イ
ン
シ
ー
の
発
言
に
は
、
と
り
わ
け

『
ク
ー
リ
ア
』
時
代
の
記
事
が
素
晴
ら

し
い
と
い
う

一
節
が
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
ト
ム
ソ
ン
と
は
真

っ
向
か
ら
対
立
す
る
意
見
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
、
『
ク
ー
リ
ア
』
を
ド
・ク
イ
ン
シ
ー
が
高
く
買

っ
た
の
は
、
こ
の
雑
誌
の
保
守
性
、
政
府

べ
っ
た
り
の
姿
勢
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
・ク
イ
ン
シ
ー
自
身
が
、
大
変
な
保
守
反
動
思
想
の

持
ち
主
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
記
事
の
評
価
や
、
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
と
の
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し

て
、
お
互
い
に
新
聞
に
お
け
る
相
手
の
貢
献
を
で
き
る
だ
け
低
く
回
想
し
よ
う
と
す
る
後
年
が
訪
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
に
詳
し
く
論
じ
る
機
会
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

＊
％
　
ス
ト
リ
ー
ト
の
内
閣
の
走

狗
的
態
度
と
、　
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
と

の
対
立
に
つ
い
て
は
、
い
いや

、、

簗
ヽ
「
ミ
澪ヽ
Ｆ
〓
を
参
照
。

＊
３７
　

コ
ー

ル

リ

ッ
ジ

が

一
八

一
七
年
に
『文
学
的
自
叙
伝
』

に
お
い
て
、
『
モ
ー

ニ
ン
グ

・
ポ

ス
ト
』
の
売
れ
行
き
増
大

へ
の
自

分
の
貢
献
を
過
大
に
回
顧
し
た
の

に
対
し
て
、
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
が
腹

を
立
て
て
、　
一
八
三
八
年
の
自
叙

伝
で
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
寄
与
を
全

体
の
百
分
の

一
以
下
と
見
積
も
っ

て
こ
れ
に
反
撃
し
た

（”
゛
ｓヽ
さ

コ
ミ
ユ
性
）。
主
筆
と
し
て
の
コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
が
実
際
に
ど
の
程
度
、

売
れ
行
き
に
貢
献
し
た
か
に
つ
い

て
、
ア
ー
ド
マ
ン
は

「
一
七
九
九

年
に
本
腰
を
入
れ
て
寄
稿
し
始
め

る
前
の
発
行
部
数
が

一
五
〇
〇
部

以
下
、
最
初
の
四
ヶ
月
に
そ
れ
を
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二
〇
〇
〇
部
以
上
に
し
た
の
は
、

論
説
記
事
を
書
い
た
コ
ー
ル
リ
ッ

ジ
の
手
柄
で
あ
り
、
こ
の
増
加
は

相
当
の
数
だ
」
と
詩
人
を
擁
護
す

る
註
を
つ
け
て
い
る

（卑
，
も、
ミ
ヽ

尋
ミヽ
要
？
彙
〓
）。
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